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自立しながら発展するまちづくりのために②
白鷹町パブリックコメント制度⑤
平成18年度白鷹町重要事業要望⑥
今年は国勢調査の年です⑧
第40回白鷹若鮎マラソン大会出場者募集⑨
フラワー長井線マイレール・サポート事業⑩
「四季の郷」第２期更地分譲開始⑪
しらたか的音楽映画塾⑫
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サンシャイントライアル＆トレッキング2005
６月18日・19日、白鷹町スキー場を主会場として、21回目となった通称「サントラ」が開催されました。青々としはじ
めた夏の白鷹山のもと、全国から参加の270人のライダーが山河を駆け、自然のままの地形を利用した各セクション
に挑みました。「走らせてもらってありがとう。」をテーマに臨んだ今大会、みんなの心にさわやかな風を吹かせした。

白鷹町は環境ＩＳＯ１４００１の
認証を取得しています。
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町
で
は
、
第
４
次
白
鷹
町
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
各
種
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
主

な
事
業
と
し
て
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
「
鮎
貝
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
白
鷹
町
が
こ

れ
か
ら
自
立
し
な
が
ら
発
展
し

て
い
く
た
め
に
、
重
要
な
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
中
核
施
設
と
し

て
計
画
し
て
い
る
の
が
、「
（
仮

称
）
白
鷹
町
男
女
共
生
交
流
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
」
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
ご
説
明

し
、
施
設
の
内
容
や
利
用
、
運

営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
町
民

の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

く
「
パ
プ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」

を
行
い
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
と
は
、
町
政
の
基
本
的

な
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
計
画

案
の
趣
旨
、
内
容
な
ど
を
町
民

の
皆
様
に
広
く
公
表
し
、
ご
意

見
を
い
た
だ
く
手
続
き
の
こ
と

で
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
本
紙
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ

る
ご
意
見
の
提
出
は
、
８
月
５

日
（
金
）
を
締
め
切
り
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
立
�
�
�
�
発
展
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
仮
称
�
白
鷹
町
男
女
共
生
交
流
�
�
�
�
整
備
事
業
�
�
�
�
�

�

皆
�
�
�
�
意
見
�
�
寄
�
�
�
�
�
�

�
仮
称
�
白
鷹
町
男
女
共
生

交
流
�
�
�
�
�
�
�
�

　

現
在
の
白
鷹
町
の
主
な
課
題
と

し
て
、

・
定
住
人
口
の
確
保

・
経
済
活
動
の
活
発
化

・
雇
用
機
会
の
確
保

・
福
祉
の
向
上

・
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

・
人
材
の
育
成

・
文
化
の
振
興

・
交
流
人
口
の
拡
大

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
町
総

合
計
画（
平
成
12
年
か
ら
22
年
）の

後
期
５
カ
年
の
目
標
を
「
自
立
し

な
が
ら
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
て
、
文
化
面
や
経
済
面
で
豊

か
に
生
き
る
社
会
を
創
造
す
る
た

め
、
次
の
４
つ
の
項
目
を
柱
と
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
創
造

・
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応

・
産
業
力
を
高
め
る
価
値
の
創
造

・
人
材
育
成
と
教
育
・
福
祉
の
充
実

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
の
中

心
と
な
る
事
業
と
し
て
、
現
在
鮎

貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中
核

施
設
と
し
て（
仮
称
）白
鷹
町
男
女

共
生
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、

交
流
の
活
発
化
と
文
化
の
振
興
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
必
要
性

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
説
明

し
ま
す
。

・
自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
対

　

応
・
将
来
に
向
け
て
町
民
の
ま
ち
づ

　

く
り
機
能
を
高
め
る

・
交
流
・
文
化
社
会
の
創
出

・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

・
産
業
の
活
力
創
出
と
人
材
の
育

　

成

これまでの経過

◇平成８年度～　県立男女共同参画センター分館を白鷹町
　に誘致すべく、県に要望。
◇平成14年度　　町、県それぞれが基本構想について検討
◇平成15年度～　県立ではなく、町が建設し、県が支援す
　る方法を模索。
◇平成16年度　　国土交通省まちづくり交付金事業に申請
◇今年度に入り　「県以外が事業主体の施設整備について
　は、原則として助成しない」という県の方針により、県
　による施設整備への支援は難しい状況となる。
◇今年３月末　　国土交通省まちづくり交付金事業に内定。
◇また、文化施設の整備に関する「文化の杜構想」は、第
　３次白鷹町総合計画から第４次総合計画に引き継ぎなが
　ら、一体的な取り組みとして文化施設の整備を計画して
　きた。
◆ ( 仮称 ) 白鷹町男女共生交流センターについては、町が
　主体となって、まちづくり交付金事業、過疎債を有効に
　活用して事業を進める計画とする。
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こ
の
目
指
す
も
の
か
ら
具
体
的

な
事
業
に
合
わ
せ
て
施
設
の
機
能

を
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

①
講
演
会
、
演
劇
、
演
奏
会
、
各

種
大
会
、
軽
運
動
な
ど

↓
ホ
ー
ル

②
町
民
作
品
展
、
故
・
梅
津
五
郎

画
伯
作
品
展
、
美
術
館
連
携
に
よ

る
展
示
な
ど

↓
ギ
ャ
ラ
リ
ー

③
研
修
会
、
交
流
会
、
体
験
実

習
、
会
議
な
ど

↓
研
修
室
、
交
流
室

　

こ
れ
ら
を
基
に
建
物
の
配
置
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
が
、
上
記
の

図
で
す
。

管
理
�
運
営
�
�
�
�

　

管
理
と
運
営
に
つ
い
て
は
、
町

民
が
主
体
的
に
運
営
で
き
る
仕
組

み
を
つ
く
る
こ
と
が
、
目
的
に
あ

わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

利
用
形
態
や
機
能
に
つ
い
て
、

町
民
が
検
討
し
運
営
で
き
る
よ
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

の
よ
う
な
団
体
に
よ
る
運
営
が
、

前
記
に
合
っ
た
運
営
方
法
と
考
え

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
に
よ

る
事
業
の
企
画
や
運
営
、
事
業
検

討
委
員
会
に
よ
る
事
業
全
体
の
検

討
な
ど
を
、
事
務
局
職
員
と
共
に

行
っ
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
�
�
機
能
�

分
担
�
�
�
�

　

機
能
的
に
似
て
い
る
施
設
と
し

て
、
町
内
に
は
中
央
公
民
館
が
あ

り
ま
す
。（
仮
称
）
男
女
共
生
交
流

セ
ン
タ
ー
と
中
央
公
民
館
を
ど
う

役
割
分
担
し
て
い
く
の
か
と
い
う

点
で
す
。

　

中
央
公
民
館
の
ホ
ー
ル
（
現
在

の
大
ホ
ー
ル
）
の
機
能
に
つ
い
て

は
、（
仮
称
）
男
女
共
生
交
流
セ
ン

タ
ー
に
移
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
を
中

心
と
し
て
行
っ
て
い
る
芸
術
文
化

の
発
表
・
交
流
活
動
は
、（
仮
称
）

男
女
共
生
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、

中
央
公
民
館
の
会
議
室
等
は
、
小

グ
ル
ー
プ
な
ど
で
自
ら
が
学
ぶ
場

と
し
て
利
用
し
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
建

物
本
体
や
設
備
が
老
朽
化
し
て
お

り
、
全
面
的
な
改
修
に
は
多
額
の

費
用
が
か
か
り
ま
す
。
部
分
的
に

必
要
な
修
繕
は
行
い
ま
す
が
、
修

繕
を
し
て
も
現
状
以
上
の
機
能
向

上
は
見
込
め
ず
、
舞
台
が
狭
い
、

（仮称）白鷹町男女共生交流センター
建物配置イメージ

前庭 駐車場

研修室
交流室

ギャラリー
ホール
450～500席

木造平屋建て 床面積2400m2（726坪）

・
長
井
・
白
鷹
間
の
規
格
の
高
い

　

道
路
、
荒
砥
橋
の
整
備
促
進

・
最
上
川
を
中
心
と
す
る
東
西
の

　

都
市
機
能
の
一
体
性

な
ど
を
進
め
る
た
め
の
事
業
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
県
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
分
館
の
誘
致
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
県
に
支
援
を

お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

(

仮
称
）
白
鷹
町
男
女
共
生
交
流

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
町
が
主

体
と
な
っ
て
、
後
に
説
明
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
と
過
疎

債
を
有
効
に
活
用
し
て
事
業
を
進

め
る
計
画
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経

過
に
つ
い
て
は
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

�
仮
称
�白
鷹
町
男
女
共
生
交

流
�
�
�
�
�
目
指
�
�
�

（
仮
称
）
白
鷹
町
男
女
共
生
交
流

セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
の
は

・
人
と
人
と
の
交
流
に
よ
り
、
新

　

た
な
価
値
を
創
造
す
る
活
動
の

　

支
援

・
自
然
・
歴
史
を
活
用
し
た
交
流

　

人
口
の
拡
大

・
生
涯
に
お
け
る
生
き
が
い
を
持

　

続
す
る
文
化
の
振
興

の
３
点
で
す
。
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年
度
別
�
実
施
計
画
�
資
金

計
画
�
�
�
�

　
（
仮
称
）男
女
共
生
交
流
セ
ン
タ

ー
の
建
設
資
金
に
つ
い
て
は
、
表

①
の
と
お
り
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

表
①
の
右
端
「
計
」
の
欄
を
説

明
し
ま
す
。
用
地
費
、
本
体
工
事

費
、
外
構
工
事
費
、
実
施
設
計
費

な
ど
を
合
わ
せ
て
、
総
事
業
費
は

12
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
資
金
（
財
源
）は
、ま
ち
づ
く
り

交
付
金
（
国
土
交
通
省
か
ら
事
業

費
の
40
％
が
交
付
さ
れ
る
も
の
）、

過
疎
債
（
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
と

備
品
費
を
除
い
た
残
り
の
97
％
。

12
年
で
返
済
す
る
。
こ
の
返
済
金

の
約
70
％
が
地
方
交
付
税
と
し
て

国
か
ら
町
に
交
付
さ
れ
る
）、そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
を
差
引
い
た
残
り
３

５
０
０
万
円
が
町
の
一
般
財
源
か

ら
の
支
出
と
な
り
ま
す
。
実
質
的

な
町
の
負
担
額
は
、
先
に
説
明
し

た
過
疎
債
の
地
方
交
付
税
以
外
の

分
30
％
２
億
５
０
０
万
円
に
一
般

財
源
３
５
０
０
万
円
を
加
え
た
２

億
４
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

返
済
金
は
最
も
多
い
年
度
が
平
成

24
年
度
か
ら
29
年
度
で
、
年
間
２

５
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
町
民

１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
１
５

０
０
円
／
年
に
な
り
ま
す
。

　

維
持
管
理
と
事
業
に
係
る
費
用

は
年
間
４
５
０
０
万
円
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。
維
持
管
理
費
２
５
０

０
万
円
と
事
業
費
２
０
０
０
万
円

で
す
。
こ
れ
を
町
民
１
人
当
た
り

に
す
る
と
２
７
０
０
円
／
年
に
な

り
ま
す
。

　

管
理
運
営
費
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
借
入
費
を
抑
え
て
１
年
当
た

り
の
返
済
額
を
削
減
す
る
、
適
正

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
基
づ
き
経
費

を
削
減
す
る
、
将
来
的
に
は
少
子

化
な
ど
に
よ
る
教
育
施
設
、
福
祉

施
設
の
経
費
見
直
し
な
ど
を
行
う

こ
と
に
よ
り
支
出
を
抑
え
て
管
理

運
営
費
に
充
て
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
当
面
の
借
入
金
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
①
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
（
仮
称
）白
鷹
町
男
女
共
生
交
流

セ
ン
タ
ー
の
整
備
と
セ
ン
タ
ー
を

基
点
と
し
て
行
う
事
業
の
展
開
に

よ
っ
て
、
町
内
外
の
交
流
が
活
発

化
し
、
産
業
の
活
力
創
出
と
人
材

の
育
成
、
文
化
の
振
興
に
つ
な
げ

ま
す
。
ま
た
、
広
域
交
通
網
の
整

備
や
荒
砥
橋
の
整
備
促
進
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｈ 17 年度 Ｈ 18 年度 Ｈ 19 年度 Ｈ 20 年度 計

用　地　費 267,000 267,000

本体工事費 331,000 331,000 138,000 800,000

外構工事費等 77,000 77,000

うち備品費 10,000 10,000

実施設計等 ・

設計監理費
33,600 9,000 9,000 4,400 56,000

計 300,600 340,000 340,000 219,400 1,200,000

まちづくり交付金 120,200 136,000 136,000 87,800 480,000

過疎債 174,000 197,000 197,000 117,000 685,000

一般財源 6,400 7,000 7,000 14,600 35,000

年度別実施計画と資金計画

当面の借入金返済の状況

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
年度

千円

(仮称)男女共生交流センター分

Ｈ21以降分

H16以降適正化計画分～Ｈ20
（(仮称)男女共生交流ｾﾝﾀｰ分除く）

Ｈ15まで既発債分の元利償還

楽
屋
が
無
い
、
座
席
が
パ
イ
プ
イ

ス
で
あ
る
な
ど
、
質
の
高
い
芸
術

文
化
活
動
を
行
う
に
は
、
施
設
の

機
能
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
図
書
館
を
１
階
に

設
置
し
、
広
く
し
て
ほ
し
い
と
い

っ
た
要
望
も
あ
り
、
図
書
館
を
現

在
の
大
ホ
ー
ル
部
分
に
移
す
こ
と

に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

表①

グラフ①

単位：千円
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�

白
鷹
町
�
�
�
平
成
16
年
�
月
�
�
�
白
鷹
町
協
働
�
�
�
�
�
�
条
例
�
施
行
�
�
町
民
�
協
働
�
�
取
�
組
�
�
�
�
�
�

�
進
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
基
幹
的
�
計
画
�
�
�
�
施
策
�
実
施
�
�
�
町
政
�
�
町
民
�
参
画
�
機
会
�
確
保
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
�
�
取
�
組
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
制
度
�
活
用
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
制
度
�
�
�
生
活
�
広
�
影
響
�
及
�
�
町
政
�
基
本
的
�
計
画
�
条
例
�
�
�
立
案
�
�
過
程
�
�
�

�
�
�
案
�
趣
旨
�
内
容
�
�
�
町
民
�
皆
�
�
�
広
�
公
表
�
�
寄
�
�
�
�
意
見
�
考
慮
�
�
最
終
決
定
�
�
�
�
�
�
一
連

�
手
続
�
�
�
�
�
�
�
多
�
�
町
民
�
皆
�
�
�
�
意
見
�
�
待
�
�
�
�
�
�
�
�

白
鷹
町
�
�
�
�
�
�
�
�
�
制
度

町の基本的な政策に関する計画案、町政の基本方針を定める
条例案などを町長が策定します。

町は、計画案やその資料などを町民の皆さんに公表し、それらに対して
の意見を収集します。
【公表の方法】
（１）実施機関（所管課）での閲覧
（２）中央公民館及び地区公民館での閲覧
（３）広報しらたかへの掲載
（４）白鷹町のホームページへの掲載、そのほかの適当と認める方法

町民の皆さんが意見を提出します（期間は概ね１カ月が目安）。
【提出の方法】
（１）郵便　　　（２）ファクシミリ　　　（３）電子メール
（４）そのほかの町民の意見等が文書または電子的記録として残るもの
【提出についての注意事項】
＊意見等の提出についての責任の所在を明らかにし、意見等の内容を確
認するため、次の事項を明示してください。
　①個人＝住所、氏名、電話番号
　②団体＝事務所の所在地、名称、代表者氏名、電話番号
＊口頭、電話での直接聴取は行いません。

町は、提出された意見を考慮し、最終的な意思決定をします。

町は、提出された意見やそれらに対しての考え方などを公表します。
案を修正したときは、修正の内容と理由を併せて公表します。　
（公表の方法は、計画案などの公表と同じ。）

＊この制度についてのさらに詳しい内容は、「白鷹町パブリックコメント実施要綱及び解説」
を町ホームページでご覧いただくか、役場政策改革課にお問い合わせください。

パブリックコメント手続の主な流れ 

■問い合わせ　

　政策改革課　政策企画係

　☎0238－85－6123（直通）／ FAX 0238－85－2128

　町ホームページ　http://www.town.shirataka.yamagata.jp

　E-mail：seisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp

②案に意見を採り入れない場合…
町は、採り入れなかった理由などを
取りまとめます。

①案に意見を採り入れる場合…
町は、その意見に基づき、案を修正
します。

「白鷹町まちづくり座談会」
・東根地区　７月15日（金）

午後７時30分～東根地区公民館

・十王地区　７月19日（火）

午後７時30分～十王地区公民館
・荒砥地区　７月20日（水）

午後７時30分～中央公民館
・鷹山地区　７月21日（木）

午後７時30分～鷹山地区公民館
（蚕桑・鮎貝地区は終了しました。）

　　　ぜひおいでください。
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地
方
財
源
�
確
保
充
実
�

�
�
�

１
．
地
方
交
付
税
の
確
保

　

地
方
交
付
税
制
度
は
、
地
方
公

共
団
体
の
財
源
の
不
均
衡
を
是
正

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
む
国

民
が
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享

受
で
き
る
よ
う
財
源
を
保
障
す
る

制
度
で
、
地
方
交
付
税
は
地
方
の

固
有
財
源
で
す
。

　

そ
の
地
方
交
付
税
制
度
の
持
つ

機
能
の
堅
持
及
び
総
量
の
確
保
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

２
．
過
疎
地
域
に
対
す
る
過
疎
対

策
事
業
債
の
充
実

　

本
町
は
、
昭
和
45
年
に
過
疎
地

域
の
指
定
を
受
け
て
以
来
、
社
会

資
本
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
、

―
�
重
要
事
業
�
�
�
�
要
望
�
�
�
�
�―

�

�
重
要
事
業
要
望
�
�
�
白
鷹
町
�
発
展
�
�
�
�
�
�
�
骨
格
�

�
�
重
要
�
事
業
�
�
�
�
�
�
�
事
業
�
着
実
�
実
現
�
�
�
�
県

�
対
�
要
望
�
�
�
�
�
�
�

�

平
成
18
年
度
�
向
�
�
要
望
�
�
�
�
主
要
�
項
目
�
�
�
�
�
知

�
�
�
�
�
�

ち
」
宣
言
を
行
い
、
平
成
14
年
度
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
県
や
山
形

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
チ

ェ
リ
ア
）
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
交
流
・
活
動
・
連
携
を
テ
ー

マ
に
置
賜
地
区
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
中
核
的
役
割
を
担

う
施
設
と
し
て
（
仮
称
）
男
女
共

生
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
広
域
的
か
つ
特
殊

的
施
設
内
容
に
鑑
み
、
建
設
に
つ

い
て
、
特
段
の
配
慮
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
�

係
�
県
�
支
援
�
�
�
�

　

本
町
に
お
い
て
は
、
全
町
下
水

道
整
備
構
想
を
策
定
し
、
公
共
下

水
道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水
事

業
区
域
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
よ
り
整

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
合
併
処

理
浄
化
槽
は
、
生
活
排
水
の
浄
化

対
策
と
し
て
極
め
て
有
効
な
処
理

施
設
で
あ
り
水
質
保
全
・
環
境
保

全
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

の
推
進
を
図
る
た
め
、
県
の
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
継
続

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

平
成
18
年
度

�

白
鷹
町
重
要
事
業
要
望

鮎
貝
�
�
�
�
�
事
業
関
連

事
業
�
整
備
促
進
�
�
�
�

　

本
町
で
は
、
荒
砥
・
鮎
貝
両
市

街
地
の
都
市
基
盤
の
整
備
に
よ
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、『
白
鷹
文
化
を
活
か
し
交
流
促

進
す
る
ま
ち
づ
く
り
』
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
「
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
鮎
貝
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
関
連
す
る
各
事
業

の
整
備
促
進
と
、
公
益
施
設
等
を

中
心
と
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
要
望

す
る
も
の
で
す
。

１
．
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

・
一
般
県
道
黒
鴨
鮎
貝
線(

鮎
貝

地
内)

の
事
業
推
進

・
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線(

鮎

貝
地
内)

の
事
業
推
進

２
．（
仮
称
）
男
女
共
生
交
流
セ
ン

タ
ー
の
整
備
支
援
（
再
掲
）

３
．
企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
い
て

 

荒
砥
橋
整
備
�
早
期
着
工

�
�
�
�

　

最
上
川
が
南
北
に
貫
流
す
る
本

町
は
、
特
に
町
中
心
部
の
荒
砥
地

区
と
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
進

む
鮎
貝
地
区
を
結
ぶ
荒
砥
橋
は
交

通
の
中
枢
で
す
が
、
幅
員
が
狭
く

交
通
量
が
増
え
る
朝
晩
や
大
型
車

急
激
な
人
口
減
少
の
歯
止
め
に
一

定
の
成
果
を
挙
げ
て
来
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
3
月
に
制
定
さ
れ
た

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
過
疎
対
策
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
過
疎
対
策
事
業
債

枠
の
確
保
及
び
起
債
対
象
事
業
の

拡
大
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

 �
仮
称
�
男
女
共
生
交
流
�
�

�
�
�
整
備
支
援
�
�
�
�

　

男
女
が
共
に
参
画
し
、
個
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
自
ら
の
意
思
と

選
択
に
よ
っ
て
伸
び
や
か
に
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
11
年
年
度
に

「
男ひ
と

と
女ひ
と

と
が
共
同
で
つ
く
る
ま

の
通
行
時
、
冬
期
間
は
渋
滞
を
免

れ
ま
せ
ん
。

　

荒
砥
橋
の
整
備
は
地
域
連
携
、

交
流
拡
大
を
推
進
す
る
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

早
期
着
工
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

 

広
域
幹
線
�
�
�
�
�
�

�
形
成
�
�
道
路
�
整
備

促
進
�
�
�
�

１
．
国
道
２
８
７
号
（
荒
砥
〜
菖

蒲
間
）
の
事
業
推
進

荒
砥
〜
菖
蒲
間
は
本
町
の
中
心
商

店
街
を
形
成
す
る
主
要
区
間
で
あ

り
、
中
心
商
店
街
の
賑
わ
い
づ
く

り
と
町
の
活
性
化
に
向
け
、
本
路

線
の
事
業
推
進
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。

２
．
国
道
２
８
７
号
（
黒
滝
橋
前

早期整備が期待される荒砥橋 ▼
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後
区
間
）
の
早
期
着
工

国
道
２
８
７
号
下
山
地
内
は
、
ヤ

ナ
公
園
前
バ
イ
パ
ス
が
供
用
開
始

さ
れ
、
視
距
改
良
事
業
も
継
続
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
黒
滝
橋
の

前
後
区
間
は
幅
員
も
狭
く
歩
道
も

な
い
こ
と
か
ら
危
険
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
県
代
行
事
業
に
よ
り

菖
蒲
萩
野
線
が
完
成
し
た
こ
と
で

「
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
」
と
「
ヤ

ナ
公
園
」
間
の
交
通
量
も
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
区
間
の
早

期
着
工
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

３
．
米
沢
〜
白
鷹
間
の
規
格
の
高

い
道
路
の
整
備
（
早
期
着
工
）

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
及
び

東
北
中
央
自
動
車
道
と
連
動
す
る

米
沢
・
白
鷹
間
の
規
格
の
高
い
道

路
に
つ
い
て
は
、
本
町
に
お
け
る

高
速
交
通
網
の
基
幹
的
道
路
と
し

て
、
ま
た
、
置
賜
生
活
圏
30
分
構

想
の
実
現
の
た
め
に
も
不
可
欠
な

道
路
で
あ
り
、
長
井
か
ら
白
鷹
間

の
整
備
に
つ
い
て
、
早
期
の
着
工

を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

４
．
主
要
地
方
道
米
沢
南
陽
白
鷹

線
（
杉
沢
地
内
）
の
早
期
着
工

　

本
路
線
の
南
陽
白
鷹
区
間
は
山

岳
路
線
で
、
多
く
が
未
供
用
区
間

で
、
国
道
２
８
７
号
か
ら
杉
沢
集

落
区
間
は
冬
期
間
の
交
通
確
保
が

課
題
で
す
。
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
た
道
路
整
備
の
早
期
着
工
を
要

望
す
る
も
の
で
す
。

安
全
�
安
心
�
�
�
歩
道
整

備
事
業
�
推
進
�
�
�
�

　

主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線
の
鮎

貝
地
内
は
、
前
後
は
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
約
４
０
０

ｍ
区
間
が
未
整
備
と
な
っ
て
い
ま

す
。
蚕
桑
西
部
地
区
と
鮎
貝
駅
を

結
ぶ
路
線
で
あ
り
、
鮎
貝
小
学
校

及
び
西
中
学
校
の
通
学
路
に
も
指

定
さ
れ
、
近
く
に
は
ス
ポ
ー
ツ
公

園
も
あ
り
、
歩
行
者
も
多
い
こ
と

か
ら
、
歩
道
整
備
の
早
期
着
工
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

環
境
�
配
慮
�
�
河
川
整

備
事
業
�
推
進
�
�
�
�

　

町
水
道
の
水
源
で
あ
り
、
本
町

に
と
っ
て
大
変
重
要
な
河
川
で
も

あ
る
実
淵
川
は
、
地
域
と
と
も
に

水
質
浄
化
運
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
と
一
体
と
な
り

「
実
淵
川
河
川
整
備
計
画
」
を
作

成
し
、
地
域
住
民
と
と
も
に
進
め

る
川
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

実
淵
川
の
持
つ
自
然
の
魅
力
を

生
か
し
な
が
ら
、
治
水
と
水
辺
に

親
し
め
る
河
川
整
備
事
業
の
事
業

推
進
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

国
�
県
道
沿
�
�
不
法
投
棄

対
策
�
�
�
�

　

本
町
で
は
、
美
し
い
郷
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
資
源
の
有
効
利
用
や

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
・
県
道
な

ど
の
交
通
量
の
多
い
路
線
に
つ
い

て
は
、
悪
質
な
大
型
ゴ
ミ
の
投
棄

や
有
害
な
廃
棄
物
の
投
棄
が
後
を

絶
た
ず
、
最
上
川
や
集
落
近
く
の

河
川
に
ま
で
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
状
況
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
投
棄
を
防
止
す
る
ネ
ッ
ト
の

設
置
や
ゴ
ミ
の
収
集
な
ど
に
つ
い

て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

山
形
鉄
道
株
式
会
社
�
経
営

改
善
�
係
�
�
財
政
支
援
�

�
�
�

　

こ
れ
ま
で
の
各
種
対
策
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
山
形
鉄
道
の
経
営
は

ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

お
り
、
現
状
を
打
開
す
る
抜
本
的

な
経
営
改
善
策
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

各
種
補
助
金
の
確
保
・
拡
充
、

利
用
拡
大
策
の
強
化
は
も
と
よ
り
、

運
営
助
成
基
金
の
積
み
増
し
に
つ

い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

地
域
住
民
�
生
活
交
通�
町

営
�
�
�
�
確
保
�
�
�
�

　

本
町
で
は
、
民
間
路
線
バ
ス
の

廃
止
代
替
運
行
と
し
て
、
町
営
バ

ス
を
２
路
線
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

バ
ス
運
行
に
は
多
額
の
経
費
が
必

要
で
す
。
県
の
市
町
村
総
合
交
付

金
の
算
定
に
当
た
り
、
実
態
に
即

し
た
算
定
単
価
の
拡
充
、
現
行
の

対
象
要
件
（
乗
車
密
度
等
）
の
緩

和
と
と
も
に
、
バ
ス
車
両
購
入
へ

の
補
助
制
度
の
復
活
・
拡
充
を
要

不法投棄の撤去作業

望
す
る
も
の
で
す
。

県
立
高
等
学
校
�
再
編
整
備

�
在
�
方
�
�
�
�

　

本
町
で
は
、
平
成
16
年
度
よ
り

取
り
組
ん
で
い
る
「
新
キ
ャ
リ
ア

教
育
プ
ラ
ン
推
進
事
業
」
に
お
い

て
、
県
立
荒
砥
高
等
学
校
は
中
心

的
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
量
的
な
適

性
規
模
に
よ
る
再
編
整
備
を
進
め

る
こ
と
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
小

規
模
校
の
特
性
を
活
か
し
た
学
校

づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る

本
町
に
お
い
て
、
地
域
活
力
の
低

下
に
つ
な
が
る
な
ど
の
不
安
を
覚

え
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
実
情

を
十
分
に
考
慮
し
た
対
応
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。

 

■
問
い
合
わ
せ　

政
策
改
革
課

　

政
策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２

▼

企業誘致の拠点・ソフト小村

▼

キャリア教育の中核・県立荒砥高等学校
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５年に１度の一大イベント！

今年は国勢調査の年です

数字から明日の日本を

夢デザイン

総務省統計局　　http://www.stat.go.jp/

■調査についての問い合わせ

　総務課情報企画係（☎85－6121）　

　http://www.town.shirataka.yamagata.jp/

ご協力をよろしくお願いします
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来
�
�
�
挑
戦
者
�

第40回
９/18
（日）

出場者募集
●
コ
�
ス

　

日
本
陸
連
公
認
第
６
６
９
１
コ
ー
ス

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

蚕
桑
小
学
校

●
参
加
者
募
集

・
健
康
で
自
分
が
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
完
走
で
き

る
か
た
。

・
壮
年
男
子
の
部
は
、
平
成
17
年
９
月
18
日
現
在

で
、
満
40
歳
以
上
の
か
た
。

●
参
加
料

　

高
校
生
…
…
…
…
１
５
０
０
円

　

一　

般
…
…
…
…
３
０
０
０
円

（
２
㌔
の
場
合
は
、
１
５
０
０
円
）

　

小
・
中
学
生
…
…
７
０
０
円

●
種　

目

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
制
限
時
間
２
時
間
15
分
）

　
　
　
　
　
　
　

一
般
の
部

　

10
マ
イ
ル　
　

一
般
の
部（
制
限
時
間
２
時
間
）

　

10
㌔　
　
　

①
高
校
の
部

　
　
　
　
　
　

②
一
般
の
部

　

５
㌔　
　
　

①
中
学
男
子
３
年
の
部

　
　
　
　
　
　

②
女
子
の
部

　
　
　
　
　
　

③
壮
年
男
子
の
部

　

３
㌔　
　
　

①
中
学
男
子
１
・
２
年
の
部

　
　
　
　
　
　

②
中
学
女
子
の
部

　

２
㌔　
　
　

小
学
生
以
上

●
申
込
し
め
き
り　

８
月
12
日
（
金
）
消
印
有
効

　　　■申込・問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係

　　　　　　　「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会　事務局」
   　　　　　 　☎85－6147（直通）　FAX85－2183

●
白
鷹
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
ご
協
力
を
！
�
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
運
営
ス
タ
�
フ
�
募
集
�
大
会
当
日
�
大
会
運
営
�
受
付
�
記
録
証
交
付
補
助
等
�
�
�
協
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

下
記
問
�
合
�
�
先
�
�
�
連
絡
�
�
�
�
�
�
�
�
大
会
当
日
�
会
場
�
�
�
�
売
店
等
�
出
店
�
�
考
�
�
団
体
�
個
人
�
�
�
�
�
相
談
�
�
�
�
�

白鷹若鮎マラソン大会
新
た
な
挑
戦
が
こ
こ
に
あ
る
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マイレール・サポート事業を応援します！
フラワー長井線を活用した

"まちづくり "にチャレンジする団体のみなさん
　「フラワー長井線の利用拡大」のため、アイデアをお聞かせください。

　フラワー長井線利用拡大協議会では、"地域の足であるフラワー長井線を地域のアイデアで支える "マイ

レール・サポート事業を応援します。フラワー長井線の利用拡大を目的とした事業に対して10万円を上限に

支援します。

　この事業は、長井線と沿線地域の観光資源を結びつけて地域活性化とまちおこしを図り、｢駅前のにぎわ

い｣を創出するものです。フラワー長井線にこだわり、愛着を寄せる団体の皆さん、ぜひご応募ください。

内容

（１）平成18年３月31日までに実施及び完了し、「マイレール意識の高揚」や「列車イベントの運行企画」、｢利用

　　　拡大広報 ｣など、テーマ及び題材が本協議会の目的と一致する事業に対して支援費を交付します。

（２）支援費は、事業実績額の範囲内とし、原則10万円を上限とします。

（３）支援対象事業がすべて完了後、合同報告会を開催する予定です。

申請方法

（１）申請期間　　平成18年２月28日（火）まで随時受け付けます。

（２）申請書類等　

　　①申請書 

　　②団体の概要説明書 （任意様式、紹介パンフレットなどでも可能。）

　　③実施事業の内容がわかる資料

　　　（参加募集広告やパンフレットなどがあれば添えてください。）

（３）申請と問い合わせ

　　　　フラワー長井線利用拡大協議会

　　　〒992-0892　白鷹町大字荒砥甲833　白鷹町政策改革課内

　　　☎0238－85－6123

　　　Ｅ -mail：seisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp( 政策企画係あて )

その他

　　詳しくは、実施要綱をご覧いただくかお問い合わせください。

　　なお、実施要綱と申請書は、政策改革課、フラワー長井線沿線各市町、山形鉄道株式会社に準備しています。

　●平成16年度は、次の３団体が事業を実施しました。

　　①獅子舞と黒獅子列車運行事業（フラワー長井線をつなぐ会）

　　②利用拡大ＰＲ「菊と市民のカーニバル」参加事業（宮内駅前商店会）

　　③映画「スウィングガールズ」を契機とした利用拡大支援事業（スウィングガールズおきたま応援隊）

�
�
�
�
長
井
線
利
用
券
�
購
入

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

４
月
に
町
内
会
と
隣
組
を
通
じ

て
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
券
（
特

殊
回
数
乗
車
券
）
の
購
入
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
６
８
７
枚
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
さ

ま
が
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用
拡

大
を
望
む
気
持
ち
の
表
わ
れ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
利
用
の
拡
大
に
対

し
ま
し
て
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、
ご

購
入
と
取
り
ま
と
め
の
ご
協
力
へ

の
御
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

＊
特
殊
回
数
券
は
、
荒
砥
駅
・
役

場
政
策
改
革
課
で
販
売
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
拡
大
協
議
会

白
鷹
町
長　
　

橋　

本　

光　

記

■
問
い
合
わ
せ　

政
策
改
革
課
政

策
企
画
係（
☎
85

－

６
１
２
３
）



　　 広報しらたか　2005.7.12●11

第２期全35区画更地分譲開始第２期全35区画更地分譲開始

(仮称)白鷹町男女共生交流センター
建設予定地
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副塾長  小形雄二

映画＆
ライブ・トーク 各1，500円

（株）ファザーズ・コーポレーション代表取締役

（株）アルタミラピクチャーズ専務取締役

白鷹町ふるさと交流大使    東京都在住、白鷹町出身

「Shall We ダンス？」「タカダワタル的」などプロデュースを手がけるほか、そして

俳優としても活躍。「スウィングガールズ」では車掌役で出演、舞台となった置賜の

かつてない盛り上がりのきっかけはこの人のおかげです。

一昨年の国民文化祭で小室等さんと共演、それが縁で「しらたか的音楽映画塾」が開催。

映画と音楽の出会いは実にエキサイティングで楽しいものです。

映画プロデューサー

アルタミラピクチャーズ代表

１９５６年、愛媛県生まれ。

1993年に小形雄二プロデューサー、磯村一路監督、周防正行監督と共

に株式会社アルタミラピクチャーズを設立。以後、「shall we ダンス？」

「がんばっていきまっしょい」「ウォーターボーイズ」「スウィング

ガールズ」等のヒット作品を手掛け、日本映画界に青春コメディー

映画を確立した。また、アルタミラミュージックを立ち上げ

「タカダワタル的」「ザ・ゴールデン・カップス  ワンモアタイム」

最新作「不滅の男  エンケン対日本武道館」などアート系音楽映画を

手掛ける。

桝井µ省志

昭和22年10月21日生まれ。長崎出身、O型、天秤座、

長崎商業高校卒。看板店、ちりがみ交換、ダスキン

配達などの職業を経て33歳漫画家に。その後TVにも

出演。現在「蛭子コレクション」全21冊のうち7冊

発売中。ギャンブル（特に競艇）大好き。カレーラ

イス、ラーメンなど大好き。魚介類や納豆は苦手です。

蛭子µ能収

全てがプレミアム、映画をより深く体感。

映画＆トーク・ライブ

各1，500円

µµµ午後1時～4時「スウィングガールズ」＆関口トークショウ

µµµ午後5時～7時「諌山節考」＆蛭子、小形トークショウ

µµµ午後8時～10時「タカダワタル的」＆白鷹秘蔵映像＆桝井省志

µµµ午前10時半～12時半「しがらきから吹いてくる風」＆小室トーク＆ライブ

µµµ午後1時半～5時「RAY/レイ」＆近藤ライブ

µµµµµµµµµµµµµµµµ

8月6日

8月7日

映画＆トーク・ライブ
スケジュール

上映会場：パワーセンター
塾長  小室 等

フジテレビジョンの映画事業局映画制作部所属（映画プロデューサー、ドラマプロデューサー）。埼玉県出身、ニューヨーク大学卒。

フジテレビ入社後すぐ編成局映画部に所属。映画やドラマの企画・プロデュースを手がける。同世代の矢口史靖と組み、

プロデューサーとして「ウォーターボーイズ」「スウィングガールズ」などをプロデュースし邦画界に新しい流れを作る。

１９５１年生まれ。日本では数少ないブルース・シンガー。７６年京都にて伝説のバンド、

BREAK DOWNを結成。９０年にはブルース一色に染まったLIVEアルバム『ハート・オブ・ストーン』で

ソロ・デビューを果たす。また、同年、企画バンド「B.Bクィーンズ」に参加、テレビ・アニメの主題歌

「おどるポンポコリン」をリリースする。この老若男女楽しめるパーティー・ソングは超絶的なセールスを

記録し、その年のレコード大賞を獲得するに至った。コミカルなキャラクターを売りにした芸能界的な活動と、

B.B.KING, OTIS RUSH, BOBBY “BLUE”BLAND, STUFFなど海外のミュージシャンと共演する傍ら、日本に於いても

数多くのミュージシャンに影響をあたえ続け、コアなファンをつかんで離さないディープな音楽活動の両立を果たしている。

１９４３年 東京生まれ。多摩美術大学卒業。高校時代「キングストントリオ」の歌に感銘し、

ギターを始める。大学時代「ピーター・ポール＆マリー」をコピーし、「PPMフォロワーズ」を

結成。１９６８年フォークグループ「六文銭」を結成。１９７２年第２回世界歌謡祭にて

「出発の歌」（上條恒彦と六文銭）でグランプリを獲得。１９７５年泉谷しげる、井上陽水、

吉田拓郎と「フォーライフレコード」を設立。現在は、コンサート活動を中心に、テレビドラマ、映画・演劇などの音楽を担当。

関口 大輔

近藤房之助

白鷹町をステージに3人の講師が

ここでしか体験できない塾を開催。

(土)

(日)
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副塾長  小形雄二

映画＆
ライブ・トーク 各1，500円

（株）ファザーズ・コーポレーション代表取締役

（株）アルタミラピクチャーズ専務取締役

白鷹町ふるさと交流大使    東京都在住、白鷹町出身

「Shall We ダンス？」「タカダワタル的」などプロデュースを手がけるほか、そして

俳優としても活躍。「スウィングガールズ」では車掌役で出演、舞台となった置賜の

かつてない盛り上がりのきっかけはこの人のおかげです。

一昨年の国民文化祭で小室等さんと共演、それが縁で「しらたか的音楽映画塾」が開催。

映画と音楽の出会いは実にエキサイティングで楽しいものです。

映画プロデューサー

アルタミラピクチャーズ代表

１９５６年、愛媛県生まれ。

1993年に小形雄二プロデューサー、磯村一路監督、周防正行監督と共

に株式会社アルタミラピクチャーズを設立。以後、「shall we ダンス？」

「がんばっていきまっしょい」「ウォーターボーイズ」「スウィング

ガールズ」等のヒット作品を手掛け、日本映画界に青春コメディー

映画を確立した。また、アルタミラミュージックを立ち上げ

「タカダワタル的」「ザ・ゴールデン・カップス  ワンモアタイム」

最新作「不滅の男  エンケン対日本武道館」などアート系音楽映画を

手掛ける。

桝井µ省志

昭和22年10月21日生まれ。長崎出身、O型、天秤座、

長崎商業高校卒。看板店、ちりがみ交換、ダスキン

配達などの職業を経て33歳漫画家に。その後TVにも

出演。現在「蛭子コレクション」全21冊のうち7冊

発売中。ギャンブル（特に競艇）大好き。カレーラ

イス、ラーメンなど大好き。魚介類や納豆は苦手です。

蛭子µ能収

全てがプレミアム、映画をより深く体感。

映画＆トーク・ライブ

各1，500円

µµµ午後1時～4時「スウィングガールズ」＆関口トークショウ

µµµ午後5時～7時「諌山節考」＆蛭子、小形トークショウ

µµµ午後8時～10時「タカダワタル的」＆白鷹秘蔵映像＆桝井省志

µµµ午前10時半～12時半「しがらきから吹いてくる風」＆小室トーク＆ライブ

µµµ午後1時半～5時「RAY/レイ」＆近藤ライブ

µµµµµµµµµµµµµµµµ

8月6日

8月7日

映画＆トーク・ライブ
スケジュール

上映会場：パワーセンター
塾長  小室 等

フジテレビジョンの映画事業局映画制作部所属（映画プロデューサー、ドラマプロデューサー）。埼玉県出身、ニューヨーク大学卒。

フジテレビ入社後すぐ編成局映画部に所属。映画やドラマの企画・プロデュースを手がける。同世代の矢口史靖と組み、

プロデューサーとして「ウォーターボーイズ」「スウィングガールズ」などをプロデュースし邦画界に新しい流れを作る。

１９５１年生まれ。日本では数少ないブルース・シンガー。７６年京都にて伝説のバンド、

BREAK DOWNを結成。９０年にはブルース一色に染まったLIVEアルバム『ハート・オブ・ストーン』で

ソロ・デビューを果たす。また、同年、企画バンド「B.Bクィーンズ」に参加、テレビ・アニメの主題歌

「おどるポンポコリン」をリリースする。この老若男女楽しめるパーティー・ソングは超絶的なセールスを

記録し、その年のレコード大賞を獲得するに至った。コミカルなキャラクターを売りにした芸能界的な活動と、

B.B.KING, OTIS RUSH, BOBBY “BLUE”BLAND, STUFFなど海外のミュージシャンと共演する傍ら、日本に於いても

数多くのミュージシャンに影響をあたえ続け、コアなファンをつかんで離さないディープな音楽活動の両立を果たしている。

１９４３年 東京生まれ。多摩美術大学卒業。高校時代「キングストントリオ」の歌に感銘し、

ギターを始める。大学時代「ピーター・ポール＆マリー」をコピーし、「PPMフォロワーズ」を

結成。１９６８年フォークグループ「六文銭」を結成。１９７２年第２回世界歌謡祭にて

「出発の歌」（上條恒彦と六文銭）でグランプリを獲得。１９７５年泉谷しげる、井上陽水、

吉田拓郎と「フォーライフレコード」を設立。現在は、コンサート活動を中心に、テレビドラマ、映画・演劇などの音楽を担当。

関口 大輔

近藤房之助

白鷹町をステージに3人の講師が

ここでしか体験できない塾を開催。

(土)

(日)
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　石岡先生の専門は外科。県立中央病院か
ら６月１日に赴任されました。「町立病院は
新しくきれいで、気持ちよく働いています。
町民の皆さんの印象はとても明るくフレン
ドリーな感じで、私もことばが同じ南陽市
の出身なので、より親しく接することがで
きます。皆さんに安心していただける医療
をお届けするために精一杯がんばります。
外来日は月曜日ですので、お気軽になんで
もご相談ください。」

安
心
�
�
�
�
�
�
�
医
療
�
�
届
�
�
�
�

町
立
病
院
�
外
科
�
石
岡
大
輔
先
生
�
着
任

　６月13日、あゆかい保育園で、年長組の
園児28人が生け花を行いました。絶滅が心
配されるカキツバタを生け、子どもたちに
植物環境を守る大切さを知ってもらおうと
「地域環境文化推進ステーション（代表伊
藤久志さん）」が企画したものです。園児が
初めて体験する生け花にとまどいながらも、
型にはまらないのびのびとした作品をつく
りあげました。作品は廊下に展示し、15日
の親子学級で披露されました。

希
少
�
�
�
�
�
�
�
子
�
�
�
�
�
伝
�
�
�

�
�
�
�
保
育
園
�
生
�
花
教
室

　６月26日、いきいき深山郷のどか村で、
のどか村まつりが開催されました。オープ
ン１周年から運営委員会と地元有志の皆さ
んが手づくりで企画し、今年で４回目。白
鷹太鼓鷹翔会の徳内ばやし上演や地元でと
れた野菜の販売も行われました。前回より
好評の「流しそうめん」では、子どもたち
が歓声を上げながら流れてくるそうめんや
さくらんぼをすくい上げていました。初夏
の涼風の吹く１日を1500人が満喫しました。

�
�
�
�
山
村
�
体
験
�
�
�
�

第
�
回
�
�
�
村
�
�
�

　６月20日、役場庁舎前で、交通安全県民
運動の一環として県内全市町村をリレーし
交通安全の意識を啓発する「交通安全シン
ボルリレー」の引継式が行われました。こ
の日は長井市から白鷹町への引継となり、
長井市の佐藤収入役から橋本町長へシンボ
ル「交通安全の折鶴」が手渡され、参加し
た交通安全関係団体の皆さんとともに無事
故を祈りました。折鶴は庁舎玄関に展示さ
れ、６月27日に朝日町へ引き継がれました。

交
通
死
亡
事
故
�
�
�
願
�
�
込
�

�
交
通
安
全
�
�
�
�
�
�
�
�引
継
式

�
�
�
�
�
�
�
�
�

役
立
�
�
�
�
�

　

皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵
便

局
の
簡
易
生
命
保
険
や
郵
便
貯
金

は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
の

施
設
整
備
な
ど
の
財
源
と
し
て
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
に
こ
れ
ら
の
資
金

か
ら
白
鷹
町
で
融
資
を
受
け
た
事

業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

簡
易
生
命
保
険
資
金
対
象
事
業

�
一
般
公
共
事
業
�
災
害
関
連
�
� 

　

３
８
０
万
円

県
事
業
負
担
金

（
鮎
貝
堰
用
排
水
施
設
、
原
虚
空

蔵
た
め
池
、
仲
佐
和
た
め
池
）

郵
便
貯
金
資
金
対
象
事
業

�
減
税
補
�
�
債
�１

４
０
０
万
円

�
臨
時
財
政
対
策
債
�

１
億
８
１
６
０
万
円
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第
30
回
蔵
王
坊
平
�
�
�

�
�
�
�
�
大
会
及
�
第

�
回
山
形
県
�
�
�
�
駅

伝
競
走
大
会
�
開
催

　

白
鷹
町
の
小
・
中
学
生
に
よ
り

編
成
さ
れ
た
白
鷹
町
男
子
、
女
子

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。
関
係
者
、

ご
父
兄
の
ご
協
力
の
も
と
、
練
習

を
重
ね
て
き
た
選
手
の
皆
さ
ん
の

精
一
杯
の
が
ん
ば
り
に
対
し
、
大

き
な
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日　

８
月
７
日
（
日
）

▼
ス
タ
ー
ト
時
間

○
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

小
学
生
男
子　

午
前
10
時

　

小
学
生
女
子　

午
前
10
時
３
分

　

中
学
生
男
子　

午
前
10
時
25
分

　

中
学
生
女
子　

午
前
10
時
30
分

○
駅
伝
女
子　

昼
12
時
30
分

○
駅
伝
男
子　

午
後
１
時
35
分

　

※
そ
の
他
の
種
目
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
会
場　

上
山
市
蔵
王
高
原
坊
平

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

▼
観
客
用
駐
車
場　

蔵
王
猿
倉
イ

ベ
ン
ト
パ
ー
ク
（
会
場
ま
で
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）

※
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
応

援
の
か
た
は
乗
り
合
わ
せ
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

�
�
�
�
�
願
�
�
�
�

　

今
年
度
か
ら
、
白
鷹
町
消
防
団

の
団
長
に
佐
藤
定
敏
さ
ん
、
副
団

長
に
平
盛
和
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
消
防
団
員
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
活
躍
さ
れ
ま
す
。

▼
副
団
長
・
平
盛
和
さ
ん

▼

団
長
・
佐
藤
定
敏
さ
ん

自
然
�
大
切
�
�
�
心
�
育
�
�

緑
�
少
年
団
結
団
式

　

５
月
30
日
、
東
根
小
学
校
で
緑

の
少
年
団
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

緑
の
少
年
団
は
、
東
根
小
学
校

の
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童
で

結
成
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
４
年

生
29
人
が
入
団
し
、
緑
や
自
然
保

護
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
の
後
、
県
か
ら
講
師
を
招
い
て
、

校
舎
の
周
辺
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
児
童

た
ち
は
ゲ
ー
ム
を
通
し
た
身
近
な

自
然
の
再
発
見
を
楽
し
み
ま
し
た
。

森
林
�
�
�
�
�
�
�
通
�
�

環
境
�
考
�
�
�

中
山
小
�
�
�
�
栽
培
体
験

　

６
月
２
日
、
中
山
小
学
校
で
児

童
に
よ
る
き
の
こ
の
栽
培
体
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は「
置
賜
の

森
林
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
県
か
ら
森
林
環

境
教
育
の
講
師
を
招
い
て
行
わ
れ

た
も
の
。
こ
の
日
参
加
し
た
の
は

全
校
児
童
13
人
で
、
ホ
ダ
木
に
ナ

メ
コ
の
菌
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
作
業
に
、
児
童
た
ち
は

悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。
10
月

に
は
、
き
の
こ
の
菌
床
栽
培
に
挑

戦
し
ま
す
。

町
消
防
団
消
防
操
法
大
会
�
結
果

７
／
３
ソ
フ
ト
ボ
�
ル
場
駐
車
場

■
ポ
ン
プ
車
の
部

１
位　

１
分
団
４
部
１
班（
東
横
田
尻
）

（
出
場
者
…
馬
場
義
弘
、
金
子
哲
治
、

中
川
裕
之
、
鈴
木
浩
一
、
福
島
貴
士
、

土
屋
克
志
）

２
位　

２
分
団
２
部
１
班（
箕
和
田
）

３
位　

１
分
団
５
部
１
班（
山
口
）

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

１
位　

１
分
団
３
部
１
班（
北
小
路
）

（
出
場
者
…
小
林
真
、
鑪
真
弥
、
小
林

和
人
、
橋
本
真
仁
、
小
林
真
人
）

２
位　

４
分
団
１
部
２
班（
萩
野
南
）

（
出
場
者
…
加
藤
隆
広
、
梅
津
雅
則
、

川
部
茂
樹
、
紺
野
博
之
、
梅
津
幸
治
）

３
位　

２
分
団
３
部
１
班（
深
山
）

＊
ポ
ン
プ
車
の
部
１
位
と
小
型
ポ

ン
プ
の
部
１
位
と
２
位
は
西
置
賜

支
部
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
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第
�
回�

�
�
�
�
交
流
大
使
�
語
�
会

　

白
鷹
町
は
昨
年
10
月
、
町
誕
生

50
周
年
を
迎
え
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
白
鷹
町
ふ
る
さ

と
交
流
大
使
に
は
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
の
理
念
の
も
と
、

町
出
身
者
や
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

か
た
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
す
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
応
援

団
と
し
て
10
名
の
皆
さ
ん
に
ご
委

嘱
申
し
あ
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
６
月
24
日
に
大
使

の
皆
さ
ん
と
の
第
１
回
の
会
議
を

持
ち
ま
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
、
株
式
会
社
ニ

ク
ニ
山
形
工
場
と
ア
ム
ザ
ッ
ク
株

式
会
社
へ
の
訪
問
を
行
い
、
町
内

企
業
の
実
情
を
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
会
議
で
は
大
使
７
名

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ

く
り
の
概
要
を
説
明
し
た
あ
と
、

町
の
活
性
化
に
つ
い
て
情
報
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
多
様
な
視
点

で
交
流
大
使
か
ら
見
た
白
鷹
町
、

発
展
基
盤
の
形
成
の
た
め
に
力
を

入
れ
る
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
、
ご

意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

白
鷹
町
ふ
る
さ
と
交
流
大
使
設
置
事
業

「
白
鷹
町
の
古
典
桜
を
中
心
と
し

た
桜
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
今
年

７
万
人
を
超
え
る
誘
客
の
実
績
が

あ
り
、
こ
の
お
客
さ
ん
か
ら
１
人

５
０
０
円
、
１
０
０
０
円
と
使
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
経

済
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
目
を

引
く
お
土
産
品
や
特
産
物
が
あ
る

か
。
あ
れ
ば
、
ど
う
や
っ
て
Ｐ
Ｒ

し
て
売
っ
て
い
く
か
が
課
題
で
あ

る
と
思
う
。」

（
加
藤
栄
助
さ
ん
・
蚕
桑
出
身
）

「
山
形
市
で
は
白
鷹
町
の
も
の
を

ど
う
す
れ
ば
入
手
で
き
る
の
か
わ

か
ら
な
い
。
手
軽
に
手
に
入
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
と
思
う
。
白
鷹

の
も
の
を
山
形
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

い
き
た
い
。」

（
武
田
節
子
さ
ん
・
鮎
貝
出
身
）

「
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
『
四

季
の
郷
』
の
分
譲
地
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、
①
昭
和
16
〜

25
年
生
ま
れ
の
荒
砥
高
校
、
長
井

高
校
出
身
者
に
ま
ず
的
を
絞
る
こ

と
、
②
首
都
圏
に
１
５
０
０
万
円

以
上
で
売
れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を
持

っ
て
い
る
人
、
③
畑
・
園
芸
・
工

芸
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
、

こ
れ
ら
３
つ
の
視
点
が
考
え
ら
れ

る
。」

（
井
上
良
弘
さ
ん
・
荒
砥
出
身
）

「
地
域
の
活
性
化
や
町
の
発
展
に

は
人
の
動
き
や
人
が
増
え
る
こ
と

が
大
切
。
今
後
訪
れ
る
団
塊
の
世

代
が
退
職
す
る
時
期
に
、
ふ
る
さ

と
回
帰
運
動
の
流
れ
に
乗
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、

今
の
経
済
状
態
で
２
０
０
０
万
か

ら
３
０
０
０
万
円
の
買
い
物
が
で

き
る
人
は
そ
う
は
い
な
い
。
た
と

え
ば
、
長
野
県
で
行
っ
て
い
る
農

場
付
き
の
住
宅
を
年
間
20
万
〜
30

万
円
く
ら
い
で
貸
す
や
り
方
な
ど

は
、
非
常
に
大
き
な
実
績
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。」

（
小
口
英
吉
さ
ん
・
鮎
貝
出
身
）

「
白
鷹
紬
が
『
北
限
の
絣
』
と
し

て
、
小
松
織
物
工
房
と
白
た
か
織

の
作
品
が
首
都
圏
に
出
展
さ
れ
、

感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
匠

の
技
が
非
常
に
大
事
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
い

い
物
で
も
、
ダ
サ
イ
、
格
好
悪
い

も
の
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
特

に
若
い
人
は
き
れ
い
、
か
わ
い
い

で
結
論
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
。」　

（
平
木
市
子
さ
ん
・
荒
砥
出
身
）

「
深
山
焼
き
や
深
山
和
紙
な
ど
、

形
は
変
わ
っ
て
も
素
材
は
残
し
て

い
こ
う
と
思
う
。
も
の
づ
く
り
の

指
導
と
い
う
面
で
行
っ
て
い
き
た

い
。」

（
青
木
邦
明
さ
ん
・
蚕
桑
出
身
）

「
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
に
対

し
て
、
白
鷹
町
は
何
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
構
造

の
よ
う
な
も
の
を
町
と
し
て
構
え

て
い
た
だ
き
、
白
鷹
町
を
東
京
か

ら
応
援
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。」　

　

（
伊
藤
淳
子
さ
ん
・
東
京
都
）

　　

　

最
後
に
、
今
後
の
交
流
大
使
と

町
と
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
町

か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
の
提

供
を
行
う
こ
と
。
大
使
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
も
情
報
の
提

供
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
提
案
や
参
加

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
の
情
報
を
提
供
し
て

ほ
し
い
こ
と
。
ま
た
会
議
に
つ
い

て
は
年
に
１
度
持
つ
こ
と
を
確
認

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

伊藤さん　　青木さん　　平木さん

小口さん　　　井上さん

武田さん　　　加藤さん
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�
�
拾
�

　

た
く
さ
ん
の
地
区
・
団
体
で
ご

み
拾
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
か
た
か
ら
、

今
年
初
め
て
の
団
体
ま
で
、
雪
解

け
か
ら
目
立
ち
始
め
た
「
ポ
イ
捨

て
ご
み
」
を
中
心
に
、
美
し
い
白

鷹
町
の
た
め
活
動
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ご
み
拾
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
た
だ
い
た
地
区
・
団
体
の

皆
さ
ん
（
町
民
税
務
課
に
報
告
が

あ
っ
た
団
体
な
ど
）

�
東
中
学
校

�
健
康
�
�
�
推
進
員

�
小
山
沢
地
区
�

�
十
王
支
部
�

�
�
�
�
�
赤
十
字
奉
仕
団

�
高
岡
区

�
荒
砥
第
三
区

�
佐
野
原
区

�
町
下
区

�
西
高
玉
老
人
�
�
�

�
蚕
桑
16
町
内

�
松
�
実
会

�
新
町
町
内
会

�
仲
町
婦
人
会

�
貝
生
子
供
会

�
細
野
地
区

�
浅
立
婦
人
会

�
甚
六
会

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
山
形
労
働
組
合

�
野
良
喰
�
会

（
順
不
同
）

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の

個
人
・
各
種
団
体
で
実
施
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
啓
発

活
動
�
行
�
�
�
�
�
�
�

「
紙
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
」「
分

別
を
徹
底
し
よ
う
！
」「
買
い
物

袋
（
マ
イ
バ
ッ
ク
）
を
使
お
う
！
」

「
生
ご
み
を
土
に
か
え
そ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
Ａ
コ
ー
プ
前
・
ス

ピ
カ
前
に
お
い
て
、
啓
発
活
動
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
う
つ
く
し
い
し

ら
た
か
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
」

を
合
言
葉
に
、
環
境
美
化
・
ご
み

の
減
量
化
に
と
り
く
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課

く
ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

�
白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
の
日
�
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�

　

今
年
�
�
始
�
�
�
�
白
鷹
�
�
�
�
�
日
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
協
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
月
30
日
�
�
�
�
�
�
個
人
�
各
地
区
�
各
団
体
�
時
間
�
都
合
�
�
�
�
参
加
�
�
�
�
�
�

冷
房
28
�
�
軽
装
�
心
�
�

�
�
�
�
�

　

本
格
的
な
夏
が
到
来
し
、
む
し

暑
く
な
る
こ
の
季
節
。「
冷
房
の
設

定
温
度
を
28
℃
以
下
に
し
な
い
」、

「
で
き
る
だ
け
軽
装
に
心
が
け
る
」

な
ど
を
通
し
て
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
温
暖
化
防
止
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
環
境

省
で
も
、
今
年
か
ら
夏
を
涼
し
く

過
ご
す
た
め
軽
装
（
ク
ー
ル
・
ビ

ズ
）
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
家
庭

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
抑
え
、

家
計
に
も
プ
ラ
ス
の
効
果
が
得
ら

れ
ま
す
。
暑
い
夏
を
身
な
り
も
家

計
も
軽
や
か
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課

く
ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

▲▼高岡区の皆さんの作業の様子
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元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

 

〈高齢者編〉

　みなさん、「ふれあいサロン」をご存知ですか。これは地域で閉じこもりがちな

高齢者や障害者が気軽に集まり、楽しいひと時を過ごし仲間づくりをする活動で

す。現在、白鷹町では19か所で開催されています。高齢者の健康な暮らしのため

に東高玉「北星公民館」で開催されている「北星サロン」をご紹介します。「北星

サロン」へ参加しているかたへインタビュー！「昨年始まったサロンも順調に会を

重ね、現在月１回開催されています。次回の開催が待ち遠しい気持ちです。サロ

ンではおしゃべりや歌、健康教室、

楽しい会食などがあります。参加

して良かったことは、近所でもな

かなか会えない人に会いお話でき

ること、地域の情報が聞けること、

健康教室で健康体操や健康情報を

教えてもらえることです。北星サ

ロンでは星影のワルツを歌って解

散します。」

「元気ニコニコ推進会議」
掲示板

　健康な暮らしのためには、
交流・ふれあいが大切です。
健康づくりを推進する各種
団体と連携し、３分野を重
点に活動します。
・情報収集、発信
・楽しい運動（軽体操など）
・健康づくり研修会

※詳しくは、健康推進係
（☎86－0210）までお問
い合わせください。

元気  

ニコニコ

なるほど情報局
〈高齢者の夏バテ予防〉

高齢者にとって、夏の健康な暮らしのポイントは食事と水分補給です。
・疲労回復の有機酸（酢酸、クエン酸、リンゴ酸など）
・エネルギー代謝を良くするビタミン B群（豚肉など）
・血や肉となる良質たんぱく質（大豆、卵、肉、魚、牛乳等）　
などが大切です。
　今回は夏バテ予防のための簡単料理を紹介します。

＊＊＊＊＊　冷しゃぶサラダ　＊＊＊＊＊

　　　　＜材　料＞　４人分

・豚肉（しゃぶしゃぶ用）…20枚・もやし…100ｇ・生わかめ…20ｇ

・ミニトマト…10個・青じそ…２枚・片栗粉…適量

つけだれ・しょうゆ…大さじ１・ごま油…大さじ１・酢…大さじ２

　　　　・砂糖…大さじ１・ねぎ（みじん切り）…適宜・ごま…適宜

　　　　・しょうが汁…少量

＜作り方＞
①もやしはゆで、わかめはもどして一口大に切り、青じそはせん切りに

　して水にさらし、合わせて器に盛り付ける。

②豚肉は片栗粉をまぶしてゆで、冷ましたら野菜の上

　に盛り、ミニトマトを飾る。

③つけだれは材料を全て合わせてつくり、添える。

　おいしく食べて元気ニコニコな暮らしをめざしましょう！

▲「北星サロン」楽しく健康体操をしています
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学
校
紹
介

白
鷹
町
立
鮎
貝
小
学
校

　

男
子
99
人
、
女
子
99
人
、
合
計

１
９
８
人
で
鮎
貝
小
学
校
の
平
成

17
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

環
境
教
育
と
食
農
教
育
に
取
り
組

み
、
他
校
や
福
祉
施
設
と
の
交
流

に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

　

学
校
に
は
、
教
育
の
森
・「
お
ら

だ
の
森
」が
あ
り
、こ
の
森
で
の
活

動
と
、
３
年
前
か
ら
力
を
入
れ
て

い
る
環
境
教
育
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

�
�
�
�
�
森
�
活
用

①
森
開
き

　

６
月
３
日
（
金
）、児
童
会
運
営

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
森
開
き

を
行
い
ま
し
た
。
森
開
き
は
学
年

を
越
え
た
縦
割
り
班
20
班
で
の
活

動
で
す
。
班
の
人
た
ち
は
、
地
図

を
参
考
に
し
な
が
ら
森
の
中
の
暗

号
化
さ
れ
た
問
題
文
ま
で
た
ど
り

着
き
、
暗
号
解
読
表
を
も
と
に
解

い
て
い
き
ま
す
。
十
分
自
然
に
親

し
み
、
他
の
学
年
の
人
と
も
仲
良

く
な
っ
て
、
森
開
き
が
終
了
し
ま

し
た
。

②
森
走

　

毎
週
木
曜
日
の
朝
に
は
、
全
校

体
育
と
し
て
「
お
ら
だ
の
森
」
の

中
を
走
っ
て
い
ま
す
。
高
学
年
は

１
周
約
９
０
０
ｍ
、
低
学
年
は
約

４
０
０
ｍ
の
起
伏
の
あ
る
コ
ー
ス

で
、
高
学
年
で
は
速
い
人
で
３
周
、

低
学
年
で
も
６
周
走
っ
た
人
が
い

ま
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
鮎
っ

子
の
声
が
今
日
も
森
に
響
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
お
ら
だ
の
森
で
は

植
物
観
察
、
６
年
生
の
キ
ャ
ン
プ
、

蛍
の
幼
虫
の
え
さ
と
な
る
カ
ワ
ニ

ナ
の
放
流
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

�
環
境
教
育

　

環
境
教
育
で
は
、
節
電
節
水
は

も
ち
ろ
ん
、
ケ
ナ
フ
栽
培
、
水
質

調
査
、
カ
キ
ツ
バ
タ
栽
培
、
菜
の

花
栽
培
な
ど
多
種
多
様
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
目
玉
と
し
て
、
７
月

15
日
（
金
）、『
森
は
海
の
恋
人
』

の
作
者
と
し
て
有
名
な
気
仙
沼
の

畠
山
重
篤
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き

し
て
の
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。
鮎

貝
小
５
・
６
年
生
の
ほ
か
、鷹
山
小
、

中
山
小
、
地
域
の
か
た
な
ど
総
勢

１
６
０
人
が
参
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
企
業
か
ら
シ
ャ
ボ

ン
玉
石
け
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
り
、
花
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
土
、

堆
肥
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
環
境

美
化
と
環
境
教
育
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

注
意
事
項

○
幼
児
が
利
用
す
る
と
き
は
、
必

　

ず
保
護
者
の
か
た
が
付
き
添
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

○
入
水
前
に
は
、
体
を
よ
く
洗
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

○
プ
ー
ル
で
は
、
騒
い
だ
り
ふ
ざ

　

け
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
監
視
員
の
指
示
に
は
、
絶
対
に

　

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
持
ち
物
に
は
、
必
ず
名
前
、
学

　

校
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

＊
注
意
事
項
を
守
り
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）　

開
放
期
間

�
月
22
日
�
金
�

�
�

�
�
月
21
日
�
日
�

＊
た
だ
し
、
次
の
日
は
一
般
開
放

は
し
ま
せ
ん
。

①
８
月
13
日
（
土
）

②
７
月
28
日
（
木
）
…
第
42
回
白

　

鷹
町
小
・
中
学
校
及
び
町
民
水

　

泳
大
会
の
た
め
。
な
お
、
町
民

　

水
泳
大
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　

教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間

午
前
�
時
�
午
後
�
時
30
分

＊
昼
12
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は

施
錠
し
、
閉
場
し
ま
す
。

＊
東
中
学
校
水
泳
部
部
活
動
に
よ

り
一
般
利
用
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

�
月
22
日
�
�
稲
荷
�
丘
町
民
�
�
�
�

一
般
開
放
�
�
�
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　２年前に日本に来る前、わたしは山形県白鷹

町で働くことになる、という通知を受け取りま

した。わたしは「山形ってどこ？白鷹ってどん

なところ？」と思い、地図帳を開き日本の地図を見ました。しかし、その地図

には山形市しか書いてありません。だから日本のどこで働くのかを聞かれたら、

山形市を示すしかありませんでした。山形がどんなところであるか、さらに白

鷹がどんなところであるかなど全く想像もできず、その町が好きになれるか、

そこでの生活を楽しむことができるか心配でした。また、白鷹に一人の知り合

いもいるはずもなく、日本語もわかりません。だから、人に話しかけることが

できないのではないか、友だちができないのでは、なども心配しました。しか

し、日本で生活し働くことはよい経験であり、チャレンジであるとわかってい

ましたから、わたしは飛行機に乗り、白鷹町で英語を教える仕事をやってみる

ことにしました。

　白鷹町に来てからは、日本の学校で教えることについてたくさん学び、そし

て本当に楽しく働くことができました。教育委員会の同僚たち、わたしが働く

学校の先生たち、そしてだれより生徒たちがすばらしく、親しみやすかったの

で、毎日楽しく働くことができました。私は日本の学校生活について学びたか

ったので、運動会や文化祭、大会の応援、生徒のスキー教室にも参加しました。

しかしまた、学校外の日本の生活や文化も体験したかったので、お茶会、生け

花の展示会、町のお祭りを見に行き、狐祭りでは花嫁衣裳や弁財天の格好で、

酒を注ぎながら町のなかを４時間も歩きました。秋にはハイキングで山形周辺

の美しい景色を楽しみ、冬にはスキーとスノーボード、春には花見をし、サイ

クリングに出かけました。ちぎり絵教室や、山形市にあるオーケストラにも参

加し、スポーツ少年団と一緒に柔道の練習をしました。白鷹町の高玉芝居を始

め、山寺、松島、京都、日光、奈良を訪れ多くの伝統文化にふれました。北海

道では大きな自然も楽しんできました。食べるものでは、そば、そうめん、ご

んぼ、山菜、漬物、こんにゃく、もちなど初めて食べました。 

　これらの経験や活動を通して、わたしはたくさんのすばらしい人びとに会い、

日本の生活や文化についてたくさん学ぶことができました。日本語もたくさん

覚えましたし、山形弁も少し覚えました（まだときどき理解できない会話もあ

りますが）。ここでの生活や仕事、たくさんの出来事をアメリカに戻ったらきっ

と恋しく思うに違いありません。何百枚も写真を撮り、日本での生活について

アメリカの友たちに話すために見せました。多くの点で、白鷹はわたしにとっ

て、第２のふるさととなりました。ここでの生活や仕事でのたくさんのことを

きっとアメリカに戻ったら恋しく思うに違いありません。しかし、わたしには

いつも生徒たち、一緒に働いた人びと、この２年間で友だちになった人たちの

すばらしい思い出があります。もし、日本をどう思うか、白鷹で生活し働くこ

とはどのようなものだったかと聞かれたら、その人たちにたくさん話したいこ

とがあります。そして白鷹で過ごした時間を考えるときはいつでも、ここで会

った親切で寛容な人たちと、彼らがわたしに教えてくれたことすべてを思い出

すことでしょう。皆さんに親切にしていただいたこと、日本の文化を教えてい

ただいたこと、一緒に過ごしてくださったことに心から感謝します。ここで過

ごした時間を決して忘れることはないでしょう。また、何回でもここに戻って

来れたらいいと思います。お世話になりました。本当にありがとうございまし

た。（日本語訳：東中学校　槇妙子教諭）

　　マリー・シュウィーターマンの

ＭＡＲＩＥ・ＧＯ・ＲＯＵＮＤ
～しらたかで出会った自然・文化・そして仲間たち～

　平成15年７月から２年間、
ＡＬＴ（英語指導助手）とし
て勤務していただいた米国テ
キサス州出身のマリー・シュ
ウィーターマンさんが、契約
期間満了により帰国すること
になりました。
　中学校で英語を教えた経験
や児童・生徒とのふれあい、
白鷹町での生活や文化を積極
的に受入れ体験したことにつ
いて、たくさんの思い出を寄
せていただきました。
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催　し

白
鷹
陽
光
学
園
夏
祭
�

▼
い
つ　

７
月
30
日
（
土
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
陽
光
学
園
グ
ラ

ウ
ン
ド

▼
内
容　

徳
内
ば
や
し
、
白
鷹
太

鼓
、
打
ち
上
げ
花
火
、
そ
の
他
各

種
イ
ベ
ン
ト
あ
り

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽
光
学
園

・
菅
原
（
☎
85

－

３
０
３
０
）

介
護
者
交
流
会
�
�
案
内

　　

介
護
者
の
皆
さ
ん
、
交
流
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
忙
し
い
介
護

か
ら
一
時
的
に
離
れ
、
介
護
者
同

士
の
交
流
を
持
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
程
と
コ
ー
ス

●
１
日
コ
ー
ス

　

①
９
月
30
日（
金
）上
山
温
泉

　

②
10
月
30
日（
日
）天
童
温
泉

　

③
11
月
６
日（
日
）パ
レ
ス
松
風

●
１
泊
２
日
コ
ー
ス

　

④
８
月
30
日（
火
）〜
31
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
王
温
泉

　

⑤
９
月
14
日（
水
）〜
15
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

温
海
温
泉

　

⑥
10
月
26
日（
水
）〜
27
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
布
温
泉

▼
参
加
条
件

　

次
の
か
た
を
介
護
し
て
い
る
介

護
者
で
す
。

①
要
介
護
４
ま
た
は
５
に
相
当
す

　

る
か
た

②
認
知
症
の（
痴
呆
の
あ
る
）か
た

　
（
日
常
生
活
自
立
度
Ⅲ
以
上
）

＊
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
く
て

も
、
条
件
に
該
当
す
る
よ
う
な
か

た
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費

　

原
則
と
し
て
全
額
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
介
護
を
受
け
て
い
る
か

た
が
短
期
入
所
な
ど
を
利
用
す
る

場
合
は
、
一
部
負
担
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
参
加
の
た
め
に
介
護
が
必
要
に

な
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
介
護
支
援
係
（
☎
86

－
０
１

１
２
）

第
55
回
社
会
�
明
�
�
�
�
運

動
住
民
集
会
�
�
開
催

　

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
住
民
集
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
19
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

（
１
）ビ
デ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム

「W
alk  Together

〜
一
緒
に

歩
い
て
い
こ
う
」

（
２
）講
演
「
犯
罪
予
防
と
明
る
い

地
域
社
会
」

▼
講
師　

県
文
化
振
興
課
女
性
青

少
年
対
策
室　

舘
石
和
弘
さ
ん

▼
主
催　

保
護
司
会
、
更
生
保
護

女
性
会

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

第
�
回
地
域
生
活
支
援
�
�
�

�
in
�
�
�
�

　

障
害
の
あ
る
か
た
の
地
域
生
活

に
つ
い
て
学
び
、
よ
り
良
い
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

▼
い
つ　

９
月
11
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
長
井
市
）

▼
費
用　

参
加
費
１
０
０
０
円

（
資
料
代
等
）
昼
食
代
１
０
０
０

円
（
希
望
者
の
み
）

▼
内
容　

障
害
者
福
祉
制
度
に
つ

い
て
の
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

■
問
い
合
わ
せ　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
お
き
た
ま
（
☎
88

－

５
３
５

７
）

米
短
�
�
�
大
学
�
食
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
米
沢

女
子
短
期
大
学
出
前
講
座
�

　

毎
日
何
気
な
く
体
を
動
か
し
食

事
を
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
が
、

食
べ
る
こ
と
も
運
動
も
健
康
の
た

め
に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
す
。

食
べ
物
と
体
の
関
係
を
、実
験
な

ど
を
し
な
が
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

（
３
回
シ
リ
ー
ズ
）

▼
い
つ

①
８
月
１
日
（
月
）「
ウ
コ
ギ
の
秘

　

密

－

ウ
コ
ギ
の
パ
ワ
ー
を
知
ろ

　

う

－

」

②
８
月
５
日
（
金
）「
ハ
ム
の
色
は

　

な
ぜ
き
れ
い
？
」

③
８
月
８
日
（
月
）「
脳
と
筋
肉
運

　

動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

＊
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
昼
12

時
ま
で

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
公
民
館

▼
講
師　

米
沢
女
子
短
期
大
学
健

康
栄
養
学
科
・
山
田
則
子
教
授
、

鈴
木
一
憲
教
授
、
加
藤
守
匡
講
師
、

学
生
の
皆
さ
ん
（
学
習
補
助
員
）

▼
対
象
者　

町
内
小
学
校
５
〜
６

年
生　

定
員
30
名
（
保
護
者
の
参

加
も
可
能
／
希
望
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
よ
り
決
定
）

＊
全
３
回
出
席
者
に
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。

▼
参
加
料　

無
料

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、第
３
回

目
は
運
動
着
着
用
、内
履
き
（
ズ

ッ
ク
）、タ
オ
ル
、水
筒

▼
申
込
期
限　

７
月
15
日
（
金
）

▼
申
込
先　

各
小
学
校
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

�
�
�
�
講
座
�
文
部
科
学
省

子
�
�
�
�
基
金
助
成
事
業
�

　

体
験
学
習
を
通
し
て
森
林
保
全

・
環
境
教
育
の
知
識
と
技
術
を
習

得
し
、
環
境
へ
の
理
解
を
促
す
指

導
者
を
養
成
し
ま
す
（
８
月
か
ら

３
月
ま
で
月
１
回
開
催
）

▼
い
つ
・
テ
ー
マ

●
第
１
回　

８
月
20
日
（
土
）
〜
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　　 カエルのおたふくかぜ?!

よつ
ば保
育園

つぶ
やき

つぶ
やき

Ｓ男「せんせい、このカエル、おだ

　　ふぐかぜになったのかな？」

せんせい「どうして？」

Ｔ男「だって、ホッペタふぐっちぇ

　　だも！」

せんせい「？？？」

Ｔ男「オレもおだふぐなったぜー!!」

白
鷹
町
子
�
�
権
利
宣
言
�
草

案
作
成
委
員
�
募
集
�
�
�

　　

白
鷹
町
子
ど
も
宣
言
の
実
施
に

向
け
、
草
案
作
成
の
お
手
伝
い
を

い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

▼
委
員
の
名
称　

白
鷹
町
子
ど
も

権
利
宣
言
草
案
作
成
委
員

▼
募
集
人
数　

５
人
程
度

▼
任
期　

任
命
の
日
か
ら
平
成
18

年
３
月
31
日
ま
で

▼
応
募
資
格　

①
町
内
に
お
住
ま
い
で
、
５
回
程

　

度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
か
た

②
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

　

い
こ
と

▼
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

（
児
童
係
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

▼
し
め
き
り　

７
月
25
日
（
月
）

午
後
７
時
（
郵
送
の
場
合
は
当
日

消
印
有
効
）

▼
選
考　

選
考
委
員
会
で
審
査
の

う
え
選
考

▼
結
果　

応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

募　集

21
日
（
日
）「
フ
ィ
ー
ル
ド
を
見
る

・
救
急
研
修
・
木
を
伐
る
１
」

●
第
２
回　

９
月
23
日（
金
・
祝
）

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
木

を
伐
る
２
」　

▼
参
加
対
象　

18
歳
以
上

▼
参
加
料　

３
万
円
（
講
師
料
・

資
料
代
・
傷
害
保
険
料
）

▼
開
催
場
所　

畔
藤
地
区
ほ
か

▼
締
め
切
り　

８
月
５
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
山
形　

担

当
・
白
壁
洋
子
（
☎
０
２
３

－

６

３
４

－

９
８
３
０
）

�
�
�
�
�
�
�
子
教
室
�
文
部
科

学
省
地
域
子
�
�
教
室
推
進
事
業
�

第
１
回
「
蔵
王
で
キ
ャ
ン
プ
だ
！
」

▼
い
つ　

８
月
６
日
（
土
）
〜
７

日
（
日
）　

▼
参
加
対
象　

小
学
生
以
上

▼
参
加
料　

５
０
０
０
円
（
食
費

・
交
通
費
込
み
）　　
　

▼
締
め
切
り　

７
月
29
日
（
金
）

第
２
回
「
オ
〜
！
盆
栽
」

▼
い
つ　

９
月
17
日
（
土
）　

▼
参
加
対
象　

小
学
生
以
上

▼
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
昼
食

代
込
み
）

▼
締
め
切
り　

９
月
９
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
山
形　

担

当
・
白
壁
洋
子
（
☎
０
２
３

－

６

３
４

－

９
８
３
０
）

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

　

家
庭
ま
た
は
職
場
で
け
が
人
や

急
病
人
が
発
生
し
た
と
き
、
あ
る

い
は
災
害
な
ど
が
起
き
た
と
き
に
、

救
急
車
が
来
る
ま
で
間
に
合
う
救

命
手
当
て
・
応
急
手
当
を
行
う
た

め
の
技
術
と
知
識
を
学
ぶ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

８
月
12
日（
金
）〜
14
日

（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
県
運
動
公
園
・

総
合
体
育
館
２
階
大
会
議
室
（
天

童
市
）

▼
内
容　

●
学
科　

手
当
て
の
基
本
、
心
肺

蘇
生
法
ほ
か

●
実
技　

心
肺
蘇
生
法　

他

＊
全
日
程
受
講
者
全
員
に
「
受
講

証
」を
、３
日
目
の
検
定
に
合
格
さ

れ
た
か
た
に
「
救
急
員
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

満
15
歳
以
上
の
か
た

▼
受
講
人
数　

30
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

▼
受
講
者
が
準
備
す
る
も
の

教
材
費
３
０
０
０
円（
当
日
徴
収
）、

筆
記
用
具
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ

ア
な
ど
の
動
き
や
す
い
服
装
、
昼

食▼
申
込
先　

日
本
赤
十
字
社
山
形

県
支
部
（
☎
０
２
３

－

６
４
１

－

８
８
６
１
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

長
井
盆
地
西
縁
断
層
帯
�
�
�

�
�
住
民
説
明
会

▼
い
つ　

７
月
21
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
（
長
井
市
）

▼
内
容

①
「
長
井
盆
地
西
縁
断
層
帯
長
期

　

評
価
」
の
説
明

②
講
演
「
長
井
盆
地
西
縁
断
層
帯

　

の
特
徴
に
つ
い
て
」

③
質
疑
応
答

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
総
務
課
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
０
７
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

８
月
６
日
（
土
）〜

７
日
（
日
）（
予
備
日
８
月
20
日

（
土
）〜
21
日
（
日
））　

▼
ど
こ
で　

ふ
る
さ
と
森
林
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
種
目　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
・

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
参
加
費　

各
種
目
ペ
ア
３
０
０

０
円　

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

事
務
局

Ｅ
メ
ー
ルroadstar@

jan.ne.jp

Ｈ男「それよー、泣きぶくろってい

　　うなだぜー !!」

Ｓ男・Ｔ男「ナキブクロ？ふーん！」

－ナットク－
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おしらせ

白
鷹
町
蚕
桑
紬
�
�
�
屋
内
運

動
場
�
使
用
方
法
�
�
�
11
月
�

�
�
�
�

　

昨
年
度
よ
り
紬
パ
ー
ク
の
管
理

人
が
非
常
駐
と
な
っ
た
た
め
、
利

用
申
込
み
を
中
央
公
民
館
あ
て
に

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

使
用
に
際
し
て
は
「
白
鷹
町
蚕
桑

紬
パ
ー
ク
屋
内
運
動
場
施
設
使
用

細
則
」（
平
成
17
年
６
月
改
正
）
を

遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
改
正
点

①
雨
天
時
使
用
の
受
付
は
、
町
内

　

団
体
、
町
外
団
体
と
も
使
用
日

　

の
６
日
前
か
ら
で
す
（
学
校
行

　

事
な
ど
で
早
め
に
仮
押
え
す
る

　

必
要
の
あ
る
場
合
は
、
教
育
委

　

員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

②
使
用
申
込
み
後
の
申
込
み
取
消

　

は
、
原
則
と
し
て
使
用
日
１
週

　

間
前
の
午
後
10
時
ま
で
（
雨
天

　

時
使
用
及
び
使
用
日
６
日
前
か

　

ら
使
用
日
当
日
の
使
用
申
込
み

　

は
、
使
用
日
当
日
使
用
開
始
時

　

間
ま
で
）
に
中
央
公
民
館
あ
て

　

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　

事
前
に
中
央
公
民
館
あ
て
に
申

　

込
み
取
消
の
連
絡
が
な
い
場
合

　

は
、
使
用
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

町
立
病
院
�
婦
人
科
�
女
性
医
師

�
�
�
診
療
日
�
追
加
�
�
�

　

こ
れ
ま
で
婦
人
科
の
診
療
日
は

福
祉
課
児
童
係
（
☎
86

－

０
２
１

２
）

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
�
職

員
募
集
�
採
用
試
験
�
案
内
�

▼
試
験
期
日　

９
月
18
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

米
沢
市
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー

▼
試
験
区
分　

上
級
機
械

▼
受
験
資
格　

昭
和
49
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
か
た
で
、
大
学
を
卒
業
ま

た
は
平
成
18
年
３
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
、
機
械
に
関
す
る
大
学

卒
業
程
度
の
専
門
的
知
識
を
有
す

る
か
た

▼
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

▼
採
用
予
定
日　

平
成
18
年
４
月

１
日

▼
募
集
期
間　

７
月
19
日
（
火
）

〜
８
月
５
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
総
務
課

庶
務
係
（
☎
０
２
３
８

－

23

－
３

２
４
６
）

置
賜
地
区
統
計
�
�
�
�
�
�

�
�
作
品
募
集

　

統
計
の
役
割
と
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
統
計
の
普
及
と

発
展
に
役
立
て
、
統
計
の
表
現
技

術
の
研
鑚
を
図
る
た
め
に
統
計
グ

ラ
フ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

応
募
方
法

▼
規
格　

Ｂ
２
版

▼
区
分　

小
・
中
・
高
校
生
・
一

般
と
パ
ソ
コ
ン
の
部
な
ど
６
区
分

あ
り
ま
す
。

▼
紙
質
・
色
彩　

自
由
。
た
だ
し
、

板
張
り
・
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ
ー
は
認

め
ま
せ
ん
。

▼
応
募
期
限　

８
月
25
日
（
木
）

▼
提
出
先　

役
場
総
務
課
情
報
企

画
係

＊
入
選
者
に
は
賞
状
・
賞
品
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
作
品
は
山

形
県
の
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
品
作

品
と
み
な
し
ま
す
。
県
で
の
入
選

作
品
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

さ
れ
ま
す
。

＊
応
募
の
資
格
、
課
題
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
情
報
企

画
係
（
☎
85

－

６
１
２
１
）

�
親
子
�
�
�
�
電
気
�
旅
�

参
加
者
募
集

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
，
電
気

の
生
産
工
場
「
発
電
所
」
へ
の
旅

は
い
か
が
で
す
か
。

▼
い
つ　

７
月
30
日
（
土
）
午
前

７
時
〜
午
後
７
時
（
東
北
電
力
米

沢
営
業
所
ま
た
は
長
井
営
業
所
で

乗
車
）

▼
見
学
場
所　

酒
田
共
同
火
力
発

電
所
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
立
川

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
７
月
か

ら
新
た
に
毎
月
１
回
第
３
金
曜
日

を
女
性
医
師
に
よ
る
診
療
日
と
し

て
追
加
し
ま
す
。

＊
今
月
は
７
月
15
日
（
金
）
が
追

加
の
診
療
日
と
な
り
ま
す
。

▼
診
療
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
受
付
時
間　

午
前
11
時
30
分
ま
で

▼
担
当
医
師　

村
上
真
紀
先
生

（
山
形
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
）

■
問
い
合
わ
せ　

町
立
病
院
（
☎

85

－

２
１
５
５
）

�
�
�
�
定
期
検
査
�
�
�
�
�

　

取
引
や
証
明
（
商
売
に
使
用
し

て
い
る
も
の
）
な
ど
に
使
用
す
る

は
か
り
は
、
２
年
に
１
度
の
定
期

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
か
り
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
忘

▼
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円

（
親
子
２
人
１
組
）

▼
募
集
人
数　

小
学
４
年
生
以
上

の
親
子
20
組
40
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
日
時　

７
月
20
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
昼
12
時
ま
た
は
午
後

１
時
〜
５
時

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
電

力
米
沢
営
業
所
総
務
課
（
☎
０
２

３
８

－
22

－

９
４
６
５
）

ポリオ予防接種

小児マヒの予防のため、接種を行なって
います。
▼いつ　７月20日（水）
　受付時間　午後１時～１時20分
▼どこで　健康福祉センター
▼対象
○１回目を受けるかた…
　　平成16年11月～ 12月生まれ
○２回目を受けるかた…
　　平成16年５月生まれ
＊対象以外のお子さんで接種を希望され
る　かたは、事前にご連絡ください。
▼持ち物
　母子健康手帳、予防接種予診票
■問い合わせ
　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）
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８月のパソコン講習会

▼テキスト代　1,000円から2,000円前後
　※途中で退席された場合でも受講料、テキスト代は返金できませんのでご了承ください。
▼会場　白鷹町総合情報センター（パワーセンター白鷹隣）

毎月第４土曜日は情報センター無料開放日です。午後１時～４時までインターネットが
使い放題！ぜひご利用ください。
■申込・問い合わせ
　白鷹町総合情報センター（☎86－0151・http://www1.shirataka.or.jp/）

皆さんもパソコンライフ始めませんか？

期日 時間 予定の講習会 内容 受講料
８月２日（火）
　　４日（木）

午後１時～４時
パソコン入門

（文字入力コース）
パソコン初心者の方向け。まずは文字を入力
できるように練習しましょう。

3,000 円

８月９日（火） 午後１時～５時
パソコン入門

（インターネット・
Eメールコース）

世界中の色々なホームページを閲覧できるよ
うに勉強をします。Eメールで文面や情報を
やり取りできるように勉強をします。

2,000 円

８月１日（月）
　　３日（水）
　　５日（金）
　　８日（月）
　　10日（水）

午後７時～９時 ワード
文書作成の基本を勉強し、地域の回覧にも役
立つ案内文を作ってみましょう。

3,000 円

８月19日（金）
　　22日（月）
　　24日（水）
　　26日（金）
　　29日（月）

午後７時～９時 エクセル
会社や家庭でも役立つエクセルの基本操作と
表作成を勉強しましょう。

3,000 円

れ
ず
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

８
月
５
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

役
場
西
側
車
庫

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
商

工
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
３
６
）

森
林
環
境
教
育
�
講
師
�
派
遣

�
�
�

　

置
賜
総
合
支
庁
で
は
、
教
室
で

の
授
業
や
森
づ
く
り
（
枝
打
ち
・

除
伐
等
）、炭
焼
き
、
き
の
こ
栽
培

な
ど
の
森
林
学
習
会
の
た
め
に
林

業
士
や
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
、
講
師
の
派
遣
、
教
材
の
提

供
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

森
林
整
備
課
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
６
３
）
ま
た
は
産
業
振
興

課
み
ど
り
の
郷
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
２
７
）

夏
限
定
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

３
人
の
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る
英

会
話
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
お
電
話
く

だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
19
日
（
火
）
〜
８

月
６
日
（
土
）

▼
対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

の
グ
ル
ー
プ
・
個
人　
　
　
　

●
特
別
企
画

�
�
�
�
訂
正

●
広
報
し
ら
た
か
６
月
15
日
号
15

ペ
ー
ジ
「
情
報
あ
ら
か
る
と
」
で
、

平
成
17
年
度
教
科
書
展
示
会
の

「
法
廷
展
示
会
」
は
「
法
定
展
示

会
」
の
誤
り
で
し
た
。

●
広
報
し
ら
た
か
お
し
ら
せ
版
６

月
22
日
号
表
紙
「
中
央
公
民
館
展

示
案
内
」
で
、
１
階
フ
ロ
ア
ー
の

「
中
川
尚
司
さ
ん
の
歌
集
『
お
う

と
う
の
花
』」は
、「
中
川
尚
志
さ
ん

の
歌
集
『
桜
桃
の
花
』」の
誤
り
で

し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

「
ア
メ
リ
カ
ン
ナ
イ
ト
」

▼
期
日　

７
月
20
日
（
水
）、27
日

（
水
）、８
月
３
日
（
水
）

▼
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後

９
時

▼
内
容　

歌
、
踊
り
、
ゲ
ー
ム

▼
対
象　

小
・
中
学
生

▼
参
加
費　

３
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
キ
リ
ス
ト

教
会
・
山
本（
☎
85

－

０
１
７
９
）
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佳
作　

昔
語
り
の
花
を
咲
か
せ
に
友
が
寄
り　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

年
寄
り
の
む
か
し
自
慢
を
聞
き
飽
き
る　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

青
春
の
昔
の
唄
に
聞
き
惚ほ

れ
る　
　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

誇
る
ほ
ど
治
安
が
良
か
っ
た
の
は
昔　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

一
ト
昔　

ほ
ん
に
昨
日
の
事
の
よ
う　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

ド
ブ
ロ
ク
特
区
昔
の
マ
ル
秘
出
番
で
す　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

そ
の
昔
思
わ
な
か
っ
た
嫁
不
足　
　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

わ
た
し
に
も
花
の
盛
り
は
あ
り
ま
し
た　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

玉ぎ
ょ
く
お
ん音
を
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
日
も
昔　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

老
人
会
い
き
い
き
昔
ば
な
し
す
る　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

米
味
噌
の
貸
し
借
り
も
し
た
い
い
昔　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

昔
む
か
し
平
和
な
地
球
あ
っ
た
と
さ　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

秀
逸　

飽
食
の
海
で
戦
時
の
飢
え
思
う　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

〃　

戦
中
派　

昔
語
る
と
熱
が
入
り　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

日
の
丸
の
昔
に
罪
は
あ
り
ま
す
か　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

幾
星
霜　

昔
馴な

じ染
み
の
俺
お
ま
え　
　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

　

〃　

Ｕ
タ
ー
ン
の
浦
島
太
郎
目
を
こ
す
る　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

　

〃　

八や

そ

じ

十
路
来
て
昔
に
戻
る
妻
を
看み

る　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

時
効
よ
ね　

遠
い
昔
の
こ
と
だ
も
の　
　
　

横
須
賀　

勝
見
満
里
子

　

〃　

昔
見
た
夢
の
続
き
を
見
て
い
ま
す　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

苦
労
し
た
昔
が
あ
っ
て
今
が
あ
る　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

つ
ぶ
貝
が
昔
の
ま
ん
ま
生
き
て
い
る　
　
　

荒
砥
甲
五
十
公
野
か
を
る

五
客　

い
ろ
り
の
火　

昔
ば
な
し
を
聞
い
て
居
る　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

盆
下
駄
を
嬉
し
く
履
い
た
幼
い
日　
　
　
　

小
田
原　

井
上　

秀
雄

　

〃　

真
四
角
に
昔
気か
た
ぎ質

を
押
し
通
す　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

そ
の
昔
赤
紙
と
い
う
人
さ
ら
い　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

〃　

振
り
返
る
昔
を
バ
ネ
に
明
日
を
練
る　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

人
位　

境
石　

昔
と
同
じ
位
置
の
苔こ
け　

　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

地
位　

友
が
逝い

く　

昔
が
一
つ
ず
つ
消
え
る　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

天
位　

も
う
過
去
の
事
で
す
水
が
澄
ん
で
い
る　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

軸　

昔
は
皆
し
あ
わ
せ
だ
っ
た
茄な

す子
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子

次
回
課
題　

「
場
」　

七
月
末
日
ま
で　

「
目
」　

八
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
け
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地
克
二
宛

�
町
報
川
柳
�　　

昔　
　
　
　

新
野　

三
拍
子　

選

　国際紛争や日本・世界の経済・政治について毎年お話いただいている日本経済新聞コラムニストの
田勢康弘さんに、また今年もおいでいただきます。最新のお話が聞かれることでしょう。
　皆さんぜひお聞きください。

白鷹学講座パート２　田勢康弘講演会
テーマ「これからどこへ行きますか　戦後60年」

田勢康弘さんからメッセージが届いております…

　「一生懸命働けば必ず幸せなになれる」と戦後60年、日本人はがんばりました。あの時代、日本中、

みんなが貧しかったのです。いま思えば、冷暖房も車も、そして電化製品もない時代の、なんと幸せだ

ったことか。裸電球の下のちゃぶ台にどれほど温かい家族愛があったか。いまモノがあふれる時代にな

りかえって人々の渇望は強まるばかり。二人に一人が大学へ進学する時代が到来したら日本社会の知的

水準はかつてないほど下がってしまいました。うまい話、うまい汁に群がる人は増えても、背中で後輩

たちに生き方を教えられるような大人は激減しました。戦後60年、変わらないようでいていつの間にか

日本は変貌しました。これから、あなたはどこへ歩いて行きますか。愛すべきこの日本で、何を次の世

代へ遺
のこ

して行きますか。

▼い　つ　８月17日（水）午後７時～９時（予定）（午後６時30分開場）
▼どこで　パワーセンター白鷹（白鷹勤労者総合福祉センター）　　
▼定　員　200名
▼入場整理券　入場は無料ですが、入場整理券が必要です。
▼入場整理券取り扱い
　教育委員会、中央公民館、各地区公民館、パワーセンター白鷹

▼主　催　白鷹学講座企画委員会　／　白鷹町教育委員会

■問い合わせ　教育委員会　生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）
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７
月
４
日
の
早
朝
、
家
か
ら
役
場

へ
向
か
う
途
中
、
上
町
十
字
路
で
赤

の
信
号
に
な
り
歩
道
で
数
10
秒
立
ち

止
ま
っ
た
。
国
道
２
８
７
号
の
朝
日

町
の
方
向
の
先
に
、
ま
た
周
辺
の
家

並
み
の
間
に
山
々
が
見
え
る
。
随
分

濃
い
青
色
に
な
っ
て
い
る
。
先
月
は

雨
な
し
の
日
が
か
な
り
長
く
、
大
地

も
乾
燥
の
日
々
が
続
い
た
が
、
雨
が

何
日
か
前
か
ら
降
っ
た
り
や
ん
だ
り

で
、
や
は
り
梅
雨
の
季
節
で
あ
る
。

田
畑
も
湿
り
具
合
が
十
分
と
な
り
、

ま
た
そ
の
雨
を
受
け
た
山
々
の
風
景

も
真
夏
に
向
か
う
深
い
青
色
が
目
に

迫
っ
て
く
る
。
昨
日
よ
り
も
今
日
な

ん
と
な
く
よ
り
そ
の
色
合
い
が
強
く

な
っ
た
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
。

　

昨
日
（
７
月
３
日
）、町
の
ス
ポ
ー

ツ
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
駐
車
場
で

白
鷹
町
消
防
団
に
よ
る
「
白
鷹
町
消

防
操
法
大
会
」
が
行
わ
れ
た
。
西
山

の
連
山
の
も
と
で
、
近
ご
ろ
に
し
て

は
珍
し
く
、
涼
風
を
感
じ
る
な
か
で

の
大
会
で
あ
る
。
い
ざ
有
事
に
当
た

っ
て
の
消
防
ポ
ン
プ
の
確
実
な
取
り

扱
い
と
基
本
操
作
を
身
に
つ
け
、
操

法
技
術
の
向
上
、
士
気
高
揚
を
図
り
、

操
法
技
術
な
ど
を
競
い
合
い
、
お
互

い
向
上
し
地
域
社
会
を
守
る
た
め
の

大
会
で
あ
る
。
こ
の
大
会
の
た
め
に
、

消
防
団
員
は
午
前
４
時
30
分
こ
ろ
か

ら
、
あ
る
い
は
午
後
６
時
以
降
な
ど

練
習
、
訓
練
を
随
分
早
い
時
期
か
ら

続
け
る
。
消
防
団
員
は
す
べ
て
働
き

盛
り
の
か
た
で
あ
り
、
白
鷹
町
の
発

展
を
、
農
業
、
工
業
、
商
業
、
公
務

を
支
え
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
。
当

然
仕
事
に
就
い
て
お
り
、
日
中
で
は

訓
練
、
練
習
が
日
程
的
に
も
ち
ろ
ん

不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
練

習
、
訓
練
で
き
る
時
間
を
ぎ
り
ぎ
り

工
夫
し
て
設
定
し
、
技
術
な
り
規
律

を
身
に
つ
け
大
会
に
望
む
。
大
会
で

は
、
ま
さ
に
全
力
で
そ
の
成
果
を
競

う
。
そ
の
姿
を
見
た
と
き
、
こ
の
人

び
と
が
白
鷹
町
の
か
け
が
え
の
な
い

美
し
い
地
域
と
人
と
財
産
を
、
ぎ
り

ぎ
り
の
場
で
現
実
に
守
っ
て
く
れ
て

い
る
の
だ
と
実
感
す
る
。
白
鷹
町
消

防
団
員
６
４
４
名
、
火
災
・
水
害
・

行
方
不
明
・
山
で
の
遭
難
、
あ
ら
ゆ

る
地
域
で
の
災
害
に
関
し
、
万
が
一

の
場
合
は
活
動
に
向
か
う
こ
と
と
な

る
。

　

町
民
の
か
た
に
は
、
消
防
大
演
習

や
操
法
大
会
で
の
演
習
内
容
や
大
会

内
容
を
、
こ
の
訓
練
の
姿
を
ぜ
ひ
見

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
お
互
い

に
防
災
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を

し
っ
か
り
と
認
識
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
に
は
高
齢
者
が
多

く
、
一
人
暮
ら
し
の
か
た
も
多
い
。

そ
し
て
家
族
が
数
人
い
て
も
、
通
常

日
中
は
弱
者
の
み
が
家
に
在
宅
す
る

世
帯
も
多
い
。
決
し
て
あ
っ
て
は
欲

し
く
な
い
が
、
万
が
一
の
地
震
、
火

災
な
ど
の
場
合
の
対
処
の
あ
り
方
は

ど
う
す
る
の
か
。
地
域
の
お
か
れ
て

い
る
状
況
は
千
差
万
別
で
あ
る
た
め

に
、
と
り
わ
け
初
動
に
つ
い
て
は
そ

の
区
域
に
も
っ
と
も
適
し
た
隣
近
所

の
助
け
合
い
、
動
き
な
ど
の
現
実
的

な
あ
り
方
を
前
も
っ
て
お
互
い
確
認

な
っ
て
お
り
、
緊
急
時
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
安
全
の
仕
組
み
が
い
ま
必

要
で
あ
る
。

　

本
町
に
地
震
や
火
災
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
な
い
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
。

●6月1日 ▼6月30日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢

滝　野　大　類　と　み　92

横田尻　田　勢　節　子　58

萩　野　紺　野　弥　市　87

畔　藤　髙　橋　つ　る　87

畔　藤　堀　内　梅　野　60

荒砥甲　五十嵐　なみゑ　81

十　王　小　林　タケシ　89

荒砥乙　芳　賀　ひ　で　96

十　王　横　山　德　郎　76

畔　藤　新　野　次　郎　84

荒砥乙　佐　竹　和　子　41

No.924
2005-7

-12

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

十　王 後藤 　実 理
り

　久
く

真　理

鮎　貝 馬場 弘　二 一
かず

　翔
と

千鶴子

畔　藤 菅間 洋　一
怜
れい

　奈
な

弘　奈

箕和田 小口 弘　幸 隼
しゅん

　輔
すけ

善　美

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（丸　山　真　治       荒砥甲
杉　田　佳　子　　東京都

（新　野　瑞　喜　　広　野
加　藤　久　美　　針　生

（樋　口　秀　幸　　高　玉
齋　藤　　藍　　　長井市

（長谷部　　亮　　　鮎　貝
木　村　深　雪　　十　王

（堀　江　克　則　　十　王
藤　倉　　恵　　　宮城県

（横　澤　弘　樹　　鮎　貝
山　川　喜　恵　　南陽市

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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